
巻頭：

112012. No.541	

  ＜ 写真：桃井病院デイケアセンター運動会“ももい国体” ＞

平成 24 年度　施政方針

御嵩小学校 4 年生（平成 23 年度）の作品

乗って残そう、 広見線

※裏表紙の「表紙から」もご覧ください。

【巻頭】平成 23 年度 決算報告
○前沢地区産業廃棄物処理施設設置計画が取り下げられました（P4)
○「還

か ん ぷ き ん

付金詐
さ ぎ

欺」にご注意ください！（P5)
○子どもを虐

ぎゃくたい

待から守ろう！（P8)
○保健センターだより（P15) ○町長月記（P31)

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 



巻  頭巻  頭

平成 23 年度 決算報告平成 23 年度 決算報告

内 訳 歳入合計 歳出合計 実質収支額

一般会計 69 億 7,470 万円 66 億 5,865 万円 1 億 8,738 万円

特
別
会
計

国民健康保険会計 20 億 5,984 万円 19 億 5,727 万円 1 億 256 万円

後期高齢者医療会計 1 億 6,763 万円 1 億 6,193 万円 570 万円

介護保険会計（保険事業勘定） 12 億 6,894 万円 12 億 5,826 万円 1,068 万円

介護保険会計（サービス事業勘定） 456 万円 456 万円 0 万円

下水道会計 8 億 9,741 万円 8 億 6,095 万円 3,645 万円

総 額 113 億 7,308 万円 109 億 162 万円 3 億 4,279 万円

水道事業会計
（消費税および地方消費税抜き）

収益的収支 4 億 5,346 万円 4 億 3,107 万円

資本的収支 1 億 5,683 万円 1 億 5,683 万円

　平成 23 年度の一般会計を含むすべての会計の決算は、前年度同様、赤字はありません。財政の
健全性を判断する比率も改善しており、財政は健全さを保っています。これからも、みなさんから
納めていただいた税金をむだにしないよう、効率的な財政運営に努めていきます。

会計別決算総括表 （万円未満は四捨五入）

　一般会計では、歳入総額が69億7,470万円（対前年度比2.2%減）、歳出総額が66億5,865万円（対前年度比4.0%
減）となり、翌年度へ繰り越すべき財源を除いた実質収支額（翌年度に自由に使用できる財源）は 1 億 8,738 万
円となりました。町民 1 人あたりに使われたお金は総額で 34 万 4,669 円、その内訳は次のとおりになります。

町民 1 人あたりに使われたお金 （平成 24 年 4 月 1 日現在人口 19,319 人で計算）

総額 344,669 円
（前年度比 △ 12,558 円）

総務費
63,118 円（18.3％）

【前年度比 △ 17,304 円】
一般事務や庁舎などの維持管
理をおこなうために使うお金

民生費・衛生費
128,788 円（37.4％）
【前年度比 △ 1,668 円】
各種福祉事業やごみ処理
などに使うお金　

農林水産業費
8,638 円（2.5％）

【前年度比 △ 1,074 円】
農林水産業の振興や森林
整備に使うお金　

公債費
26,466 円（7.7％）

【前年度比 △ 5,001 円】
町の借入金（借金）の返済
や利息を支払うためのお金

教育費
30,929 円（9.0％）

【前年度比 ＋ 1,423 円】
学校教育や生涯学習に使
うお金　

土木費
42,101 円（12.2％）
【前年度比 △ 2,537 円】
道路の改良や舗装工事な
どに使うお金　

その他
44,629 円（12.9％）

【前年度比 ＋ 13,603 円】
議会費、商工費、消防費、
災害復旧費などに使うお金
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総務課財政係（内線 2206）

※ 1 … 一般会計をはじめ、すべての会計で赤字は生じていません。
※ 2 … 下水道、水道会計ともに資金不足はありません。
※ 3 …  早期健全化基準（イエローカード）または財政再生基準（レッドカード ) に達した場合は、是

ぜ せ い

正に向け
た計画を策定することが義務づけられています。

比率区分 内 容 御嵩町 財政再生基準
（早期健全化基準）※ 3

健
全
化
判
断
比
率

 実質赤字比率
※ 1

一般会計の実質赤字が税収入などに占める
割合 － 20.0％

（15.0%）

 連結実質赤字比率
※ 1

一般会計をはじめ、すべての会計の実質赤
字が税収入などに占める割合 － 40.0％

（20.0%）

 実質公債費比率
一般会計などが負担する公債費（借金の返
済額）が税収入などに占める割合の平成
21 年度～平成 23 年度までの 3 か年平均

12.9％
（前年度 13.4%）

35.0％
（25.0%）

 将来負担比率 一般会計などが将来負担すべき債務（借金
残高など）が税収入などに占める割合

75.2％
（前年度 87.8%）

－
（350.0%）

資
金
不
足
比
率

  公営企業における
 資金不足比率

※ 2
資金不足額が事業規模に占める割合

水道事業会計
－ －

（20.0%）下水道特別会計
－

※各項目の数値は、表示単位未満を四捨五入したものであり、その内訳は一致しないことがあります。

■問い合わせ：総務課財政係　担当：日
ひ び の

比野（内線 2206）

区 分 平成 22 年度（実績） 平成 23 年度（実績） 平成 24 年度（予定） 合 計
　一般会計 7,234 万円　 　　－ 2,438 万円　 9,672 万円　

　下水道特別会計 2,889 万円　 1,624 万円　 3,262 万円　 7,776 万円　

　水道事業会計 3,796 万円　 1,382 万円　 1 億 326 万円　 1 億 5,504 万円　

　町全体の償還額 1 億 3,919 万円　 3,007 万円　 1 億 6,027 万円　 3 億 2,952 万円　

●公的資金補償金免除繰上償還とは…
　 　繰上償還とは、借入れた町債の全部または一部

を返済する期限を繰り上げて返済することです。
今まで繰上償還をする場合は、本来支払う予定の
利子相当額を補償金として支払わなければなりま
せんでした。

　 　公的資金補償金免除繰上償還とは、補償金を支
払わず、繰上償還をおこなうことをいいます。町は、
平成 22 年度から 3 年間、公的資金補償金免除繰
上償還をおこないます。

【 繰上償還の実績および今後の予定 】

●繰上償還の財源は…
　 　町債の償還のために積み立てている減債基金を

取り崩
くず

し、繰上償還の財源としています。また、
将来の公債費負担の軽減を図るため、今後も減債
基金を計画的に積み立てていきます。

●繰上償還の効果は…
　 　公的資金補償金免除繰上償還をすることにより、

今後支払う予定の高金利の利息を軽減できるほか、
町債残高を削減することができます。

健全化判断比率および資金不足比率一覧表

公的資金の補償金免除繰上償還を実施しました （万円未満は四捨五入）

　町は、平成 22 年度に策定した、公的資金補償金免除繰上償還にかかる財政健全化計画および公営
企業経営健全化計画に基づき、高利率（5% 以上）の町債の繰上償還を実施しています。

3 ほっと みたけ　2012. 11



住民環境課環境整備係（内線 2124）

前
沢
地
区
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

設
置
計
画
が
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た

　

㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
が
、
前
沢
地
区
に
計
画
し
て
い

た
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
事
業
に
つ
い
て
、
7

月
31
日
、
岐
阜
県
に
「
事
業
計
画
廃
止
届
出
書
」
を

提
出
し
、
こ
の
事
業
計
画
を
取
り
下
げ
ま
し
た
。

　

㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
は
、
感
染
性
産
業
廃
棄
物
（
医

療
系
廃
棄
物
）
を
処
理
す
る
た
め
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
破は

さ
い砕

施
設
を
設
置
す
る
事
業
計
画
書
を
、
平

成
22
年
10
月
、
岐
阜
県
に
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
地
元
自
治
会
か
ら
反
対
の
要
望
書

　計画書の提出から取り下げまで約 2 年を経過い
たしましたが、こうした結果について、町長とし
て胸をなでおろしております。
　この事業計画は、希少野生生物が多数確認され
ているなど、自然が豊かな前沢地区に計画され、
近隣に前沢ため池が位置することも含め、計画の
妥
だ と う

当性
せい

や処理工程の安全性など、当初から多くの
疑問や懸

け ね ん

念がありました。そのため、上之郷地区
住民 1,468 人にのぼる岐阜県知事への反対署名の
提出をはじめ、地元自治会と町環境審議会が計画
反対への意思を鮮明にされ、町としても、住民の
安全・安心を確保する必要性から㈱マルエス産業
に対して、質問書を提出してまいりました。こう
した経緯を踏まえれば、取り下げは必然であった
と考えております。
　今後、㈱マルエス産業におかれましては、住民
の安全・安心を最優先していただくことは当然の
ことでありますが、当町の産業廃棄物処理施設設
置にかかる歴史的背景を十分認識していただき、
土地および建物の利用については、慎重に検討し
ていただくよう強く希望いたします。

御嵩町長　渡邊公夫　

【 

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
（
概
略
） 

】

◎
平
成
22
年
10
月
12
日

　

 　

事
業
計
画
が
、
事
業
者
（
㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
）
か
ら
中
濃

振
興
局
に
提
出
さ
れ
る
。

◎
平
成
23
年
1
月
11
日

　

 　

前
沢
自
治
会
・
津
橋
自
治
会
が
「
施
設
設
置
反
対
に
関
す

る
要
望
書
・
請
願
書
」
を
町
長
・
町
議
会
議
長
に
提
出
す
る
。

◎
平
成
23
年
3
月
17
日

　

 　

御
嵩
町
環
境
審
議
会
が
「
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
保
全
上

の
問
題
が
あ
る
施
設
」
と
判
断
し
、
総
意
が
計
画
反
対
で
あ

る
旨
の
答
申
を
す
る
。

◎
平
成
23
年
3
月
18
日

　

 　

町
議
会
が
「
設
置
反
対
に
関
す
る
請
願
書
」
を
採
択
す
る
。

◎
平
成
23
年
3
月
25
日

　

 　

町
長
が
㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
に
質
問
書
を
提
出
す
る
。

◎
平
成
23
年
4
月
25
日

　

 　

㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
か
ら
回
答
書
を
受
理
す
る
。

◎
平
成
23
年
5
月
27
日

　

 　

岐
阜
県
が
㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
に
対
し
、
事
業
計
画
の
修
正

指
示
を
お
こ
な
う
。

◎
平
成
23
年
6
月
17
日

　

 　

前
沢
自
治
会
・
津
橋
自
治
会
が
、
上
之
郷
地
区
住
民
の
「
前

沢
地
区
感
染
性
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
反
対
に
関
す
る

署
名
」
を
岐
阜
県
知
事
に
提
出
す
る
。

◎
平
成
23
年
10
月
12
日

　

 　

町
長
が
㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
に
再
質
問
書
を
提
出
す
る
。

◎
平
成
24
年
7
月
31
日

　

 　

㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
が
岐
阜
県
知
事
に
事
業
計
画
廃
止
届
出

書
を
提
出
す
る
。

や
請
願
書
が
町
と
町
議
会
に
提
出
さ
れ
、
御
嵩
町
環

境
審
議
会
の
「
総
意
が
計
画
反
対
」
と
の
答
申
も
出

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
上
之
郷
地
区
の
住
民
の
反

対
署
名
も
岐
阜
県
知
事
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

町
と
し
て
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
町
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
2
度
に
わ
た
り
公
開
質
問

書
を
㈱
マ
ル
エ
ス
産
業
に
対
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
下
げ
を
受
け
て
、
町
長
の
コ
メ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課
環
境
整
備
係　

担
当
：
小お

ぎ

そ
木
曽

　
（
内
線 

２
１
２
４
）
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保険長寿課介護保険係（内線 2118）

★
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　
　

「
還か

ん
ぷ
き
ん

付
金
詐さ

ぎ欺
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！　
　

　

最
近
、
県
内
で
還
付
金
詐
欺
に
よ
る
被

害
届
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
被
害
に
あ
っ
た
人
も
い
ま
す
の
で
、
不

審
な
電
話
や
訪
問
に
は
、
す
ぐ
に
応
対
し

な
い
で
、
家
族
や
周
辺
の
人
に
相
談
す
る
、

役
場
に
事
実
確
認
を
す
る
な
ど
し
て
、
被

害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
還
付
金
詐
欺
と
は
…

　

市
町
村
職
員
を
名
乗
り
、「
過
去
の
保
険

料
や
医
療
費
に
返
還
金
が
あ
る
の
で
、
す

ぐ
に
手
続
き
を
し
て
ほ
し
い
」
と
促

う
な
が
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
な
ど

か
ら
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
ひ
と
つ

で
す
。「
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
か
ら
、
返
金

で
き
な
く
な
る
」
と
い
っ
て
、
不
安
や
焦あ

せ

り
を
あ
お
り
、
確
認
を
取
ら
せ
な
い
よ
う

に
し
て
手
続
き
を
お
こ
な

わ
せ
る
手
口
が
多
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
被
害
届
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
2
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

事
例 

①　

電
話
に
よ
る
詐
欺

　

Ａ
さ
ん
の
自
宅
に
市
町
村
職
員
を
名

乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
医
療
費

の
返
金
通
知
を
送
っ
た
が
、
返
事
が
な

い
の
で
電
話
を
し
た
。
期
限
が
切
れ
る

と
返
せ
な
く
な
る
の
で
、
す
ぐ
に
近
く

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
到
着
し
た
ら
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
の
電
話
番
号
に
電
話
し
て
、
そ
こ

で
操
作
の
仕
方
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
と

い
わ
れ
た
。
い
わ
れ
た
と
お
り
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
し
た
ら
、
知
ら
な
い
人
に

お
金
を
振
り
込

ん
で
し
ま
っ

た
。

　

事
例 

②　

自
宅
訪
問
に
よ
る
詐
欺

　

市
町
村
職
員
を
名
乗
る
者
が
Ｂ
さ
ん

の
自
宅
を
訪
問
し
、「
医
療
費
の
返
金

が
あ
る
が
、
通
知
を
出
し
て
も
返
事
が

な
い
の
で
訪
問
し
た
。
私
が
手
続
き
を

し
て
く
る
の
で
、
保
険
証
と
通
帳
を
渡

し
て
ほ
し
い
」
と
い
わ
れ
、
職
員
を
名

乗
る
者
に
預
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か

ら
ど
れ
だ
け
経た

っ
て
も
職
員
が
保
険
証

と
通
帳
を
返
し
に
来
な
い
の
で
、
不
審

に
思
っ
た
Ｂ
さ
ん
が
役
場
に
確
認
す
る

と
、誰
も
訪
問
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

保
険
証
と
通
帳
を
知
ら
な
い
人
に
奪う

ば

わ

れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
還
付
金
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
…

　

◎ 

町
か
ら
医
療
費
な
ど
の
還
付
金
を
お

返
し
す
る
と
き
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
う

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

※ 

還
付
金
の
手
続
き
を
お
こ
な
う
場

合
は
、
還
付
先
の
口
座
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
申
請
書
を
ご
自
宅
へ

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

◎ 

手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
役
場
（
☎ 
０
５
７
４
‐
６
７
‐

２
１
１
１
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

◎ 

自
宅
に
町
職
員
が
訪
問
し
た
場
合
、

ま
ず
、
職
員
証
を
提
示
し
ま
す
。
職

員
証
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
役
場

関
係
者
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
す
る
前
に
役
場

へ
電
話
し
て
、
訪
問
に
来
て
い
る
者

が
職
員
か
ど
う
か
、
確
認
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

◎ 

町
職
員
が
通
帳
や
保
険
証
を
預
か
り
、

代
わ
り
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
や
役

場
へ
持
ち
帰
る
と
い
っ
た
こ
と
は
お

こ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

☆ 

万
が
一
、
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ

た
場
合
、
実
際
に
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
ま
ず
、
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
役
場
に
も
電
話

の
内
容
や
相
手
の
氏
名
な
ど
の
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
介
護
保
険

係　

担
当
：
加か

と
う藤
（
内
線 

２
１
１
８
）

このような言葉には

気をつけましょう

ATM へ

行ってください

そこから携帯電話で

電話してください

私の指示どおりに

操作してください

5 ほっと みたけ　2012. 11



まちづくり課エコ推進係（内線 2233）

御嵩町環境基本計画の

新しい “重点エコプロジェクト” を策定しました
　～ その 5 ～

                                                                                         （最終回）  

重点エコプロジェクト⑤　未来を託す 子どもエコチャレンジ

（1）ねらい・効果
　　 　未来の御嵩町を担

にな

う子どもたちが、御嵩の豊かな自然環境の魅力
を知り、郷土への愛着と誇

ほこ

りを感じるとともに、環境にやさしいラ
イフスタイルを身につけることができるように、保護者をはじめ、
地域住民に対しても、エコ活動への意識啓発や環境マイスターなど
の指導者の育成を図ります。

（2）具体的な取り組み

【取組内容】　◎ 子どもの環境に関係する取り組みをおこなう団体の交流会（環境学習に対する意見
交換会）の開催

　◎子ども関係団体に環境マイスターを派遣する学習支援の推進
　◎子どもによる環境学習の成果を報告・PR（広報紙・ホームページなど）　　など

■問い合わせ：まちづくり課エコ推進係　担当：松
ま つ い

井（内線 2233）

取組 1 子どものエコ学習に関わる各種活動の連携

取組 2 環境学習の指導者の育成・確保

取組 3 子どもが主役の環境学習の支援（出前講座、発表・表彰など）

みたけエコシンボルキャ
ラクター「ミーモくん」

～ 重点エコプロジェクト ～

　町民・事業者・町（行政）の三者が協働して、平成 24 年度～平成 28 年度の 5
年間に重点的に取り組む重点エコプロジェクトのテーマは、「①里山保全」、「②生
物多様性」、「③低炭素社会」、「④資源循環」、「⑤ひとづくり」の 5 つです。この
5 つの重点エコプロジェクトをほっとみたけ 7 月号から順に紹介しています。
　今月は、5 つ目の重点エコプロジェクトである、「⑤ひとづくり」について紹介
します。

「携帯電話の番号が変わった」　　　こんな☎は詐欺

「キャッシュカードを預かります」　　　ためらわずに 110 番

民生委員・民生児童委員会 高齢者部会

「オレオレ詐
さ ぎ

欺」 急増 !
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生涯学習課文化振興係（☎ 67-7500）

御嵩町で初！　中山道伏見宿の旧家が

国の有形文化財に登録されます
御嵩町の文化財

　9 月 21 日に開催された国の文化審議会において、伏
見地区西本町の山田家住宅（山

や ま だ

田和
かずまさ

正さん所有）を国
の有形文化財に登録することが、文部科学大臣に答申
されました。
　「文化財登録制度」とは、近代化や生活様式の変化な
どにより急激に消

しょうめつ

滅しつつある明治時代以降の建造物
を後世へ残すために、平成 8 年からスタートした制度
です。現在までに全国で約 9,000 件の登録があり、御
嵩町の建造物では、記念すべき“第 1 号”の登録とな
ります。

　山田家は、昭和 19 年まで「松屋」の屋号で醸
じょうぞう

造業を営んで
いた旧家で、現在の主屋は大正 6 年に建築されました。間口約
15.1 ｍ、木造 2 階建て、瓦

かわらぶ

葺きで、1 階の正面全体に格
こ う し

子が見
られ、その外観は、伏見が宿場町であったころの風

ふ ぜ い

情を思わせ
ます。また、主屋の東側に接続する洋風建築は、昭和 8 年に郵
便局として増築され、昭和 46 年に郵便局が伏見小学校の近く
へ移転するまで郵便業務がおこなわれていました。
　醸造業時代の豪

ごうしょう

商の町
ま ち や

屋として良質な木材で丁
ていねい

寧につくられ
た近代和風建築と、郵便局として昭和 8 年につくられた近代洋
風建築が、現在まで良好に保存され、伏見宿の景観や地域の近
代の歴史をよく伝えていることが大変評価されました。

　現在、旧郵便局部分は地域づくりの拠点として利用されてい
ます。今後は主屋部分も内部の公開や地域の活動拠点として積
極的に活用されていく予定です。

　　★内部の見学などを希望される場合は…
　　　　中山道ゆったり伏見宿　　代表：藤

ふじおか

岡マリ子
こ

さん
　　　 　　連絡先：☎ 67-2796

▲ 山田家主屋の外観

▲  かつて郵便局があった洋風建築部分
（山田家主屋の東側）

▲ 1 階の座敷から街道側を望む

← 中山道みたけ館特別展

　　　「みたけ発見！ こちらふるさと地図センター」

12 月 16 日 （日） まで開催中！

　岐阜県図書館所蔵の「官
かんばん

板実測日本地図」をはじめ、江戸時代の
道中図や国絵図など、その当時に「みたけ」の地名が見られる地図
を紹介しています。
　ぜひ、中山道みたけ館へご来館ください。

■問い合わせ：生涯学習課文化振興係（中山道みたけ館内）
　担当：大

おおわき

脇　☎ 67-7500

7 ほっと みたけ　2012. 11



福祉課児童福祉係（内線 2113）

　

親
か
ら
の
暴
力
や
育
児
放
棄
な
ど
で
幼

い
子
ど
も
の
命
が
奪う

ば

わ
れ
る
と
い
う
事
件

報
道
が
、
近
年
、
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

【
親
の
サ
イ
ン
】

◎ 

子
ど
も
が
け
が
を
し
て
も
、
医
者
に

み
せ
な
い

◎ 

子
ど
も
の
事
故
や
け
が
に
つ
い
て
、

不
自
然
な
説
明
を
す
る

◎ 

子
ど
も
を
戸
外
へ
閉
め
出
す
こ
と
が

多
い

◎ 

赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
だ
け
を
残
し
て
、

長
時
間
、
外
出
す
る

◎
乳
幼
児
を
車
の
な
か
に
放
置
す
る

◎ 

兄
弟
の
な
か
で
ひ
と
り
だ
け
、
差
別

的
な
扱
い
を
し
て
い
る

◎ 
子
ど
も
に
い
つ
も
当
た
り
散
ら
し
て

い
る

【
子
ど
も
の
サ
イ
ン
】

◎ 

不
自
然
な
傷
が
あ
る
（
ア
ザ
・
火
傷

の
跡
な
ど
）

◎
体
の
発
達
が
ひ
ど
く
遅
れ
て
い
る

◇ 

み
な
さ
ん
か
ら
の
通
報
が
児
童
虐
待

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
！

　

警
察
庁
の
平
成
24
年
上
半
期
（
1
月
～

６
月
）
の
発
表
で
は
、
児
童
虐
待
事
件

の
検
挙
件
数
は
２
４
８
件
（
前
年
同
期
比

62
・
1
％
増
）、検
挙
人
員
は
２
５
５
人
（
同

56
・
4
％
増
）、
被
害
児
童
数
は
２
５
２
人

（
同
55
・
6
％
増
）
で
、
前
年
同
期
を
大
幅

に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
児
童
虐
待
事
件
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
周
り
の
人
が
サ
イ
ン
に
い
ち
早
く

気
づ
き
、
通
報
す
る
こ
と
が
、
児
童
虐
待

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
発
見
」

と
「
通
報
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
児
童
虐
待
を
防
止
し
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

★
通
報
先
／
連
絡
先

◎
中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１

◎
福
祉
課
児
童
福
祉
係　

担
当
：
土つ

ち
や谷

　

☎ 

６
７
‐
２
１
１
１
（
内
線 

２
１
１
３
）

　

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
も
児
童

虐
待
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
「
児
童
虐
待
」
っ
て
な
に
？

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
そ
の
監か

ん
ご護

（
子
ど
も
の
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
監か

ん
と
く督
・

保
護
を
お
こ
な
っ
て
い
る
状
態
）
す
る
18

歳
未
満
の
児
童
に
対
し
て
、
上
図
の
よ
う

な
行
為
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
ど
う
や
っ
て
発
見
す
る
の
？

　

児
童
虐
待
を
し
て
い
る
「
親
」、
さ
れ
て

い
る
「
子
ど
も
」
か
ら
は
、
何
ら
か
の
サ

イ
ン
が
出
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
場

合
は
、
児
童
虐
待
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

殴な
ぐ

る
、
蹴け

る
、
首
を
絞し

め
る
な
ど
し

て
、
打だ

ぼ
く
し
ょ
う

撲
傷
、
骨こ

っ
せ
つ折

、
火や

け
ど傷

を
お
わ

せ
る
こ
と
。
食
事
を
与
え
な
い
、
冬

や
夜
中
に
戸
外
へ
閉
め
出
す
な
ど
。

言
葉
に
よ
る
脅お

ど

か
し
や
脅

き
ょ
う
は
く迫

す
る
こ

と
。
子
ど
も
を
無
視
す
る
、
兄
弟
間

で
差
別
的
な
扱
い
を
す
る
な
ど
。

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。
性
的
暴
行
、

性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ

を
見
せ
る
、
裸
体
を
撮
影
す
る
な
ど
。

保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著

い
ち
じ
るし

く
怠

お
こ
た

る
こ
と
。適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
、

極
端
に
不
潔
な
環
境
の
な
か
で
下
着

な
ど
を
長
期
間
、
不
潔
な
ま
ま
に
す

る
な
ど
。

児童虐待

身体的虐待性的虐待

ネグレクト心理的虐待

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う
！

子
ど
も
を
虐ぎ

ゃ
く
た
い待

か
ら
守
ろ
う
！

～ 

気
づ
く
の
は 

あ
な
た
と
地
域
の 

心
の
目 

～

◎
体
が
と
て
も
不
潔
で
あ
る

◎
季
節
に
合
わ
な
い
服
を
着
て
い
る

◎ 

子
ど
も
の
泣
き
声
や
叩た

た

か
れ
る
音
が

よ
く
聞
こ
え
る

◎
表
情
が
乏と

ぼ

し
い

◎
最
近
、
顔
を
見
な
い

◎
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
食
べ
る

★
子
ど
も
た
ち
は
〝
未
来
の
宝
〟
で
す
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まちづくり課商工観光係（内線 2231）

　

9
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）
の
2
日
間
、

可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
第
30
回 

可
児
・

御
嵩 

発
明
く
ふ
う
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

� 

入
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん（

御
嵩
町
関
係
分
）

　

【児
童
・
生
徒
の
く
ふ
う
の
部
】

●
銀
賞
（
岐
阜
新
聞
社
賞
）

　

原は
ら

菜な

り

さ

理
咲 

さ
ん
（
御
嵩
小
6
年
生
）

　
　
『 

我
が
家
の
Ｅエ

コ
Ｃ
Ｏ
対
策

～
夏
を
涼
し
く
す
る
工
夫
～
』

●
銀
賞
（
朝
日
新
聞
社
賞
）

　

橋は
し
も
と本

涼り
ょ
う
た汰 

く
ん
（
御
嵩
小
6
年
生
）

　
　
『 

洗
濯
物
ガ
ー
ド
』

　

【事
務
所
・
事
業
所
の
発
明
考
案
の
部
】

● 

岐
阜
県
発
明
協
会
可
児
支
会
長
特
別
賞

　

ク
マ
ク
ラ
工
業
株
式
会
社

　
　
『 

バ
ル
ブ
用
粉
体
排
出
口
開
閉
具
』

　
　
『
カ
セ
ッ
ト
式
集し

ゅ
う
じ
ん
き

塵
機
用
フ
ィ
ル
タ
ー
』

　
　
『
圧
縮
空
気
供
給
用
器
具
』

■ 

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課

商
工
観
光
係　

担
当
：
可か

に児

　
（
内
線 

２
２
３
１
）

▶ 

入
賞
し
た橋

本
く
ん
（
左
）
と
原
さ
ん

▲  原菜理咲さんの作品
“   暑い夏、祖母に涼しく、安全に出

かけてもらうため、このバッグを
作りました ”

背中にあたる部分に保冷剤を入れる
と体温調整ができ、熱中症の予防が
できます。

第
30
回　

可
児

・
御
嵩

「
発
明
く
ふ
う
展
」

第
30
回　

可
児

・
御
嵩

「
発
明
く
ふ
う
展
」

　
　

岐
阜
県
発
明
協
会
可
児
支
会
主
催

▲  橋本涼汰くんの作品
“   急な雨で、干していた洗濯物がび

しょぬれになることがあったので、
母の助けになればと思い、この作
品を作りました ”

雨にぬれると洗濯バサミにはさまれ
たティッシュがやぶれて、屋根がか
かります。

◆◇◆ 11 月 11 日～ 17 日は、 「税を考える週間」 です ◆◇◆

テーマ : 税の役割と税務署の仕事

　国税庁（税務署）では、みなさんに国の基本となる税と税務行政に対する理解を一層深めてもらうとと
もに、国税庁の取り組みに関する意見や要望を聞く機会として、「税を考える週間」を設け、さまざまな
行事を実施します。国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）に特集ページを開設していますので、
ぜひご覧ください。
■ 問い合わせ：多治見税務署　☎ 0572-22-0101（代表）
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「愛の絵手紙＆一行詩」受賞者が決まりました！「愛の絵手紙＆一行詩」受賞者が決まりました！

　教育委員会では、「第 10 回 愛の絵手紙＆一行詩」の募集を 7 月 1 日～ 8 月 20
日までおこないました。園・学校のご協力と家庭教育学級のみなさんの熱心な取り
組みにより、親子の愛があふれる作品が多く寄せられました。
　応募総数 1,902 点【未就学児作品 791 点、未成年作品 648 点、成年作品 463 点】

のなかから厳正な審査の結果、次のみなさんの作品が「にこにこ賞」「ほのぼの賞」「あったか賞」
に決まりました。（順不同・敬称略）

� あったか賞 （成年の部） �

◎塚
つ か だ

田 寿
ひ さ え

恵　（旭 町）

◎奥
おくむら

村すみ子
こ

　（多治見市）

◎米
よねくら

倉冨
ふ み こ

美子　（可児市）

◎山
や ま な か

中 達
た つ こ

子　（可児市）

◎髙
た か は し

橋 美
み か

香　（高 倉）

◎今
い ま い

井 梨
り え

恵　（新 町）

◎菊
き く や

谷美
み ち こ

智子　（美濃加茂市）

◎河
か わ い

合 正
ま さ し

視　（多治見市）

� ほのぼの賞 （未成年の部） �

◎荻
お ぎ そ

曽 伶
れ お

央　（共和中 1 年生）

◎嵯
さ が

峨 圭
け い き

記　（上之郷小 2 年生）

◎今
い ま い

井 泉
せ ん り

里　（共和中 1 年生）

◎佐
さ と う

藤 愛
ま な と

透　（伏見小 5 年生）

◎中
な か む ら

村 太
だ い す け

亮　（根本小 5 年生）

◎小
お ぎ そ

木曽竜
りゅうき

規　（上之郷小 6 年生）

◎原
はら

菜
な り さ

理 咲　（御嵩小 6 年生）

◎伊
い と う

藤 詩
し い な

菜　（御嵩小 5 年生）

◎伊
い さ じ

佐次圭
け い ご

吾　（御嵩小 5 年生）

◎原
はら

　 滉
ひ ろ わ

和　（御嵩小 1 年生）

◎大
おおしま

島妃
ひ か り

加里　（共和中 3 年生）

� にこにこ賞 （未就学児の部） �

◎髙
た か や

屋 柊
し ゅ う た

太　（御嵩保育園 年少）

◎千
ち よ だ

代田朋
ともひろ

大　（山手幼稚園 年長）

◎髙
た か や

屋 柚
ゆ ず な

奈　（御嵩保育園 年長）

◎渡
わ た な べ

邉 璃
り り

莉　（みたけ幼稚園 年長）

◎内
う ち む ら

村 彩
あ や の

乃　（みたけ幼稚園 年長）

◎亀
か め い

井 奏
そ ら

良　（伏見保育園 年長）

◎川
か わ そ え

副 露
つ ゆ は

葉　（伏見保育園 年少）

◎井
い ざ わ

澤禅
ぜ ん の す け

之介　（上之郷保育園 年少）

◎大
お お む ら

村 祐
ゆ い

衣　（中保育園 年長）

◎青
あ お き

木 奏
か な た

樹　（御嵩保育園）

◎永
な が せ

瀬 純
じゅんぺい

平　（中乳幼児学級）

◎田
た じ ま

島 亜
あ れ ん

蓮　（伏見乳幼児学級）

※ 受賞作品は、ぽけっとホームページ（http://www.town.mitake.gifu.
jp/kodomo/Top.htm）に掲載してありますので、ご覧ください。

■ 問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：須
す だ

田（昌
しょう

）（内線 2268）

▲  10 月 14 日（日）に
中山道みたけ館でお
こなわれた表彰式で
表彰を受けた入賞者
のみなさん

▲  丹
に わ

羽教育長から「にこにこ賞」の
表彰を受ける田島亜蓮くん

生涯学習課生涯学習係（内線 2268）
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生涯学習課生涯学習係（内線 2268）・農林課農政係（内線 2141・2164）

御嵩町青少年育成町民会議だより御嵩町青少年育成町民会議だより
（広報啓発部会）

◆ 「青少年健全育成町民大会」 を開催しました ◆

　8 月 18 日（土）に中公民館で、「御嵩町青少年健
全育成町民大会」を開催しました。そのなかで、長
年にわたり、青少年の育成に貢献されたみなさんの
表彰をおこないました。

　� 表彰されたみなさん （順不同 ・ 敬称略）

　　◎佐
さ こ

古 榮
えいぞう

三（元青少年育成町民会議理事）

　　◎細
ほ そ の

野 裕
ひ ろ こ

子（元青少年育成町民会議理事）

　　◎伊
い と う

藤 雅
ま さ と

人（御嵩野球指導者）

　　◎清
し み ず

水 謙
けんぞう

造（伏見野球指導者）

　　◎小
こ じ ま

嶋三
み ち よ

千世（御嵩テニス指導者）

　当日は、NTT ドコモの安心インストラクターから
『ケータイ安全教室』と題して、子どもたちを携帯電
話のトラブルから守るための講演をしていただきま
した。その後、グループに分かれて、意見交流をお
こないました。

★トラブルを防ぐには…
　◎ 有害なサイトにつながらないよう、「フィ

ルタリングサービス」を利用する。
　◎ 個人情報保護のため、携帯電話の「ロック

機能」でロックをかけておく。
　◎ 携帯電話を使うときの「ルールやマナー」

について、親子で話し合う。

★ 迷惑メールやチェーンメールが
届いたときは…

　ほかの人に送信しないで、次の転送先へ送っ
てください。
◎迷惑メールの転送先
　　meiwaku@dekyo.or.jp
◎チェーンメールの転送先（3 通りあります）
　　① dekef1@docomo.ne.jp
　　② risu1@ezweb.ne.jp
　　③ kuris1@t.vodafone.ne.jp■ 問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：高

たかはし

橋
　（内線 2268）

　町では、狩
しゅりょう

猟免許がある有志により「御嵩町有害鳥獣捕獲隊」を編
成し、有害鳥獣の捕獲作業をおこないました。6 月中旬から、町内全
域で約 60 か所に捕獲檻

おり

を設置し、農作物などの被害の軽減を図り、
10 月 20 日に捕獲作業を終了しました。みなさんのご協力、ありが
とうございました。

【御嵩町有害鳥獣捕獲隊による捕獲頭数】
　◎イノシシ　 211 頭　
　◎タヌキ　　 14 頭　
　◎ハクビシン 　 1 頭

■ 問い合わせ：農林課農政係　担当：井
い ざ わ

澤・竹
たけむら

村（内線 2141・2164）

　有
ゆ う が い

害鳥
ちょうじゅう

獣　　　～有害鳥獣捕獲隊活動結果報告～

▲  表彰を受けられたみなさん。左から、佐古さん、細野
さん、清水さん、小嶋さん

▲  捕獲されたイノシシ
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学校教育課学校教育係（内線 2263）・企画課企画調整係（内線 2224）

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

⑦ 

～

教
育
の
窓
か
ら

　
　

学
校
と
地
域
を
美
し
く
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
正
面
道
路
の
掃
除
を
し
て
い
る
と
き
、

そ
の
近
所
の
方
か
ら
、『
助
か
る
よ
。
あ
り

が
と
う
ね
』
と
い
わ
れ
た
。
今
ま
で
、
Ｋ

Ｃ
Ｖ
（
向
陽
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
い
う
活
動
は
“
向
陽
中
だ
け
の
た
め
”

と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
少
し
の
会

話
だ
け
で
、
こ
の
活
動
は
地
域
と
の
関
わ

り
合
い
も
深
め
ら
れ
る
活
動
な
ん
だ
な
と

す
ご
く
思
っ
た
」

　

こ
れ
は
、
9
月
22
日
の
Ｋ
Ｃ
Ｖ
「
学
校

と
地
域
を
美
し
く
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
参
加
し
た
生
徒
の
感
想
で
す
。

　

今
年
度
は
、
第
1
回
（
6
月
3
日
）
が

１
２
９
名
、
第
2
回
（
8
月
19
日
）
は
55

名
（
2
年
生
・
3
年
生
の
み
）、
そ
し
て
、

今
回
（
9
月
22
日
）
は
１
２
２
名
の
生
徒

が
自
主
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

学
校
内
の
落
ち
葉
掃は

き
、
花か

だ
ん壇
の
手
入
れ
、

側そ
っ
こ
う溝
や
体
育
倉
庫
の
清
掃
と
い
っ
た
活
動

と
、
御
嵩
駅
、
願
興
寺
、
向
陽
通
り
ミ
ニ

公
園
、
御
嵩
小
学
校
へ
も
出
向
き
、
清
掃

活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

休
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積
極

的
に
参
加
し
て
が
ん
ば
る
姿
に
、
向
陽
中

学
校
の
生
徒

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識

の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

今
後
も
向
陽

中
学
校
の
伝

統
と
し
て
、

継
続
し
て
い

き
た
い
活
動

で
す
。

学
校
教
育
編　
　

～ 

向
陽
中
学
校 

～

▲ 願興寺での落ち葉掃き

　

自分らしさを
実現できる町

　9 月に中国へ行ってきました。とても友好的で
楽しい旅でした。なかでも印象強く感じたのは、
文化の違いでした。
　たとえば、交通ルールです。日本とは違うとこ
ろがあるようで、観光バスで市内を巡

めぐ

ったのです
が、ハラハラすることも多くありました。
　もうひとつ驚いたことは、おしりのところに穴
があいている子ども用ズボンでした。いつでもト
イレへ行けるようにだと思いますが、日本とは、
また違った文化だなぁと感じました。ほかにもさ
まざまなことを見、体験し、とても有

ゆ う い ぎ

意義な旅行
でした。
　現在、日本には多くの外国人の方が生活してみ
え、私たちと同じように働いたり、学校で勉強し

御 嵩 町 男 女 共 同 参 画 懇 話 会

多文化にふれる旅　～中国～

たりしています。国籍や民族が違えば、文化や習
慣も異なってきます。そういったことを理解して、
同じ地域の住民としてお互いに認め合い、ともに
協力し、住みよいまちづくりをしていくことが大
切だなぁと今回の旅行を通して感じました。

御嵩町男女共同参画懇話会　　
渡
わたなべ

辺 幸
さ ち こ

子（木の下）

■ 問い合わせ：企画課企画調整係　担当：川
かわかみ

上
　（内線 2224）

▲ 学校内での花壇の手入れ
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

“ほっとねっと” の模擬訓練 を

おこないました !!

　10 月 4 日（木）に、御嵩町徘
はいかい

徊高齢者 SOS ネットワーク（＝ほっ
とねっと）の模

も ぎ

擬訓練を実施しました。
　この訓練では、実際に「行方不明の高齢者役」が町内を徘徊し、「家
族役」が警察へ相談するところからスタートしました。御嵩町地域包
括支援センター内では、メールやファックスを利用して協力機関へ呼
びかけたり、防災行政無線を活用して町内全域へ模擬訓練情報を発信
したりして、電話での情報収集に努めました。
　約 2 時間かけておこなわれた訓練の間、電話での通報や行方不明の
高齢者役への声かけは約 70 件ありました。車を止めて声をかけてく
れた人、買い物の途中や登下校中に気にかけてくれた人、協力機関（現
在の登録数は 247）のみなさんからも声をかけていただきました。声
かけをしてくれたみなさんには、声をかけてくれたことへの感謝の気
持ちとして、「ありがとうセット」をお渡ししました。
　今後、実際に行方不明の高齢者があった場合、今回の訓練のように
みなさんのご協力をお願いします。

介護者のみなさんへ

「ほっとねっと」の事前登録をしませんか ?
　行方不明になる可能性のある人の名前や特徴、
写真などの情報をあらかじめ登録しておくことで、
早期発見に役立ちます。

事業所 ・ 個人のみなさんへ

協力機関として登録しませんか ?
　「ほっとねっと」は、みなさんの協力が必要で
す。行方不明者が発生した場合、行方不明者の情
報が御嵩町地域包括支援センターからメールまた
はファックスで発信されますので、通常業務や生
活のなかで気にかけていただき、本人を見かけた
場合には、警察や家族へ連絡してください。

■ 問い合わせ：御嵩町地域包括支援センター
　（保険長寿課高齢福祉係内）　担当：亀

かめやま

山
　（内線 2172）

「ほっとねっと」 とは…

　高齢になっても住み慣れたまちでいつまでも暮
らせるように、昨年 8 月から、御嵩町徘徊高齢者
SOS ネットワーク事業（＝ほっとねっと）がスター
トしました。高齢になると、記憶力・判断力が低
下し、道を間違えたり、自分の家がわからなくなっ
たりすることがあります。「ほっとねっと」は、事
前に登録しておくことで、お年寄りが実際に行方
不明になったとき、少しでも早く発見され、ご家
族のもとへ帰れるように、お年寄りの生命と安全
を守るネットワークです。

▲  「家族役」から行方不明になった
人の特徴などを聞き取ります

▲  御嵩町地域包括支援センターでは、
行方不明情報の発信と情報収集を
おこないます

▲  登下校中に発見した「行方不明の高齢者役」への
声かけ体験の様子
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　みなさんからの貴重なご意見、ありがとうございます。意見はすべて目を通させていただいています。
官製はがきや手紙、ファックス、Ｅメールでも結構です。若い人からのご意見・ご提案も待っています。
　なお、お便りには、住所、氏名などのご記入をお願いします。 （町長）

町道道路脇の除草作業について

　町の担当課には連絡してありますが、町道の道路脇の除草作業については、ほとんどが隣接地
の所有者個人の善意に任

まか

されているのが現状です。私もそのひとりで、私有地の草刈りに併せて、
道路脇の草も刈っています。ガソリンエンジンつきの草刈り機で作業をしているときに考えるの
ですが、万一、事故が起こったら、どうなるのだろうか。私有地のみならば、個人的に責任を果
たせばよいのでしょう。しかしながら、石ころの多い町道脇の草刈り時に通行中の人や車両など
に飛

ひ さ ん

散したものが当たったような場合、やはり、個人的な判断でおこなっている作業者個人に責
任が及ぶのでしょう。そう考えると、たとえ善意であっても、そうした行為（作業）は差し控え
たほうがよいのだろうか。たとえ道路脇であっても、傍

はた

から見れば私有地の維持管理が十分でな
いと見られることでしょうし、同じような状況の人は多く存在するのだろうと思われます。
　私個人的には、作業時には安全に十分に留

りゅうい

意し、そうした事故が起こらないよう継続していき
たいと思いますが、御嵩町としても何らかの対策は必要であると思います。たとえば、石ころの
多い町道脇の私有地所有者には所要の除草剤を現物配布して、散布してもらうような処置も考え
られます。ただし、予算措置が必要であることは論を待たないでしょうが。（60 代・男性）

～「みたけロードサポーター」を地域のみなさんで検討してください～

　町内すべての町道の除草を町が実施することは、除草作業をする箇所が広範囲であることから、
各自治会や住民ボランティア、町道沿いにお住まいの人の協力により町道の除草が成り立ってお
り、草刈りをおこなっていただいているみなさんには、大変感謝しています。
　除草作業中にはケガや飛び石などによる損傷といったトラブルがあることから、町としては、
各自治会や住民ボランティアのみなさんには事前に除草計画書（除草場所、予定日など）を提出
していただき、万一、トラブルが発生した場合は、町が加入する保険で対応できるようにしてい
ます。しかし、個人で草刈り作業をしている人のトラブルについては、誠に恐縮ですが、町の保
険では対応することはできません。
　町では、毎年度、地域の道路・河川を除草していただく住民ボランティア団体（みたけロード
サポーター）を募集し、維持管理にご協力をいただいていますので、地域のみなさんとともにご
検討していただければ幸いです。なお、詳細については、建設課までお問い合わせください。
　各自治会や住民ボランティア、個人で作業されているみなさんには、日ごろからの除草作業に
関し、あらためてお礼申し上げます。なお、除草作業の際には、十分注意しておこなっていただ
きますよう、よろしくお願いします。
 （回答：建設課管理係）

あなたの声を町政に

住民環境課ふれあい係（内線 2103）

声

答
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� 保健センターだより �
【 12 月の行事予定 】

■問い合わせ ： 保健センター

☎ 67-2111　　ＦＡＸ 67-2118

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターまでお問い合わせください。
予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

 ＢＣＧ  4 日（火）／保健センター
 　　　13：15 ～ 13：30

 ◎平成 24 年 8 月生まれ
 ◎ 6 か月未満で未接種  申込不要（直接、会場へお出かけください）

 三種混合
 25 日（火）／保健センター
 　　　13：45 ～ 14：15   

  7 歳半未満で BCG 接種済み

 申込不要（直接、会場へお出かけください）
 二種混合

 ◎小学 6 年生（13 歳未満）
 ◎ 三種混合が接種済みで、二種

混合未接種

麻しん風しん
混合 1 期

 ＜予約制＞  11 日（火）
／たはら心臓血管クリニック

 　　　13：30 ～ 14：00

 ◎平成 23 年 11 月生まれ
 ◎ 2 歳未満で 1 期未接種

 ★  12 月 3 日（月）～ 7 日（金）に　
保健センターへ申し込みください。 麻しん風しん

混合 2 期
 ＜予約制＞

  平成 18 年 4 月 2 日～平成 19
年 4 月 1 日生まれで 2 期未接種

不活化ポリオ
 ＜予約制＞
 定員：各 80 名

  17 日（月）・18 日（火）
／保健センター

 　　　13：45 ～ 14：15 

  7 歳半未満で不活化ポリオ初回
3 回未完了

 ★  12 月 10 日（月）～ 14 日（金）に
保健センターへ申し込みください。

 四種混合
 11 月 8 日（木）・12 月 5 日（水）

／保健センター
 　　　13：45 ～ 14：15   

 ◎平成 24 年 6 月以降生まれ
 ◎  7 歳未満で三種混合・不活化

ポリオの両方が未接種
 申込不要（直接、会場へお出かけください）

★母子保健

行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

 母子健康手帳の交付   毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30

 妊婦

 保健センター

 妊婦歯科検診   7 日（金）／ 受付 13：15 ～ 13：30

 プレママサークル   18 日（火）／ 10：00 ～ 12：00

 育児相談  21 日（金）／ 受付 9：30 ～ 11：00   0 歳～就学前まで

 赤ちゃんサークル  4 日（火）／ 受付 14：15 ～ 14：30   平成 24 年 8 月生まれのお子さ
んとその保護者

 7 か月児相談  14 日（金）／ 受付 9：30 ～ 9：45   平成 24 年 4 月生まれ

 10 か月児相談  3 日（月）／ 受付 9：30 ～ 10：00   平成 24 年 1 月生まれ

 乳児健診  20 日（木）／ 受付 13：15 ～ 14：00   平成 24 年 7 月・8 月生まれ

 3 歳児健診  13 日（木）／ 受付 13：15 ～ 13：30   平成 21 年 10 月・11 月生まれ

 がんばりママクッキング
 ＜予約制＞
 定員：親子 20 組

 19 日（水）／ 9：30 ～ 12：30
 　★  12 月 3 日（月）～ 7 日（金）に　

保健センターへ申し込みください。 

  平成 22 年 4 月 1 日～
9 月 30 日生まれ

◎ 持ち物：三角
巾、エプロン、
お米 1 合

★成人保健

行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法 開催場所

 いきいき健康相談   毎週月曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30  町内の人

保健センター
 精神保健福祉相談
 ＜予約制＞ 定員：3 名

 3 日（月）
 　　　13：30 ～ 15：30

  ★ 相談日の午前中までに保健センターへ申し
込みください。

 健康教室（運動）
 　少林寺拳法
 　ボディーバランス
 ＜予約制＞ 定員：25 名

 1 日（土）
 　　　14：00 ～ 15：30

  町内の人で、メタボ（メタボリックシンドロー
ム）を予防したい人、運動習慣をつけたい人
  ★ 教室開催日の１週間前までに保健センター

へ申し込みください。
 ◎ 持ち物：上履き用運動靴、タオル、お茶な

どの飲み物

御嵩公民館

★ 予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、
受付を終了させていただきます。15 ほっと みたけ　2012. 11



出場種目 出場選手名（順不同・敬称略）

◎ぎふ清流国体（第 67 回 国民体育大会）

サッカー 花
は な い

井 優
ゆ う た

太（帝京大学可児高校 1 年生、新町）
カヌー
　カナディアンペア
　カナディアンシングル
　カヤックシングル

志
し が

賀 大
だ い ご

悟（八百津高校 3 年生、向陽台）
亀
かめがい

谷 智
と も や

哉（八百津高校 2 年生、大庭）
貝
かいがわ

川 　 裕
ゆう

（八百津高校 2 年生、大庭台）
ボート
　舵

だ し ゅ

手つきクォドルプル
　ダブルスカル
　舵手つきクォドルプル
　舵手つきクォドルプル
　舵手つきクォドルプル
　舵手つきクォドルプル
　ダブルスカル

渡
わたなべ

邊 早
さ き

紀（仙台大学 4 年生、本郷）
林
はやし

　 真
まさゆき

幸（明治大学 4 年生、里）
林
はやし

　 亜
つ ぐ と

門（加茂高校 3 年生、里）
伊
い と う

藤 勇
ゆ う き

希（加茂高校 2 年生、北屋敷）
坂
さかもと

本 大
だいじゅ

寿（八百津高校 3 年生、共和台）
渡
わたなべ

邉 　 楓
かえで

（加茂高校 3 年生、井尻）
梶
か じ の

野 真
ま み

美（八百津高校 2 年生、大庭台）
◎ぎふ清流大会（第 12 回 全国障害者スポーツ大会）

フライングディスク 若
わ か お

尾 麻
あ さ み

美（板良町）

バレーボール 小
お ぐ ら

倉 明
あきのり

範（南山台東）
竹
たけうち

内 　 望
のぞみ

（西町）

　「ぎふ清流国体」（9 月 29 日～ 10 月 9 日）、「ぎ
ふ清流大会」（10 月 13 日～ 15 日）が、岐阜
県で 47 年ぶりにおこなわれました。
　県内の全市町村でさまざまな競技がおこなわ
れ、御嵩町からも大勢の選手が出場しました。
　御嵩町では、9 月 30 日（日）にデモスポ行
事である「マレットゴルフ」が開催され
ました。 ◇◆◇ 国体へ出場した町内在住の選手のみなさん ◇◆◇

▲  町内でおこなわれたデモスポ行事「マ
レットゴルフ」の様子。デモスポ行事
とは、子どもからお年寄りまで幅広く
親しまれているレクリエーションス
ポーツ行事のことです。当日は約 270
名の参加がありました

▲  左から、花井さん（サッカー）、渡邊町長

▶  左から、貝川さん、志賀さん、
渡邊町長、亀谷さん（カヌー）

▲  左から、坂本さん（ボート）、伊藤さん（ボート）、林亜門さん（ボート）、渡邊町長、林真幸さん（ボート）、渡邊早紀さん（ボー
ト）、小倉さん（バレーボール）、若尾さん（フライングディスク）。林亜門さんは、開会式で選手宣誓をおこないました

★大会結果については、ほっとみたけ 12 月号でお知らせする予定です。 16



★チーム「御嵩野球」が初優勝！
　「第 10 回 木曽川学童軟

なんしき

式野球大会」（9 月 15 日
～ 17 日、各務原市で開催）で、可児郡代表として
出場した御嵩小学校・上之郷小学校の児童の野球
チーム「御嵩野球」が“初優勝”し、児童たちが
渡
わたなべ

邊町長に優勝の報告に来てくれました。
　この大会は、木曽川文化圏の子どもたちがスポー
ツを通して、仲間意識や連帯感を深め、広く交流す
ることを目的に毎年開催され、岐阜県・愛知県内の
チームが出場します。今年は 26 チームが出場し、
町内からは「御嵩野球」と「伏見野球クラブ」が出
場しました。大会参加の抱

ほ う ふ

負“優勝あるのみ！！”
のとおり、見事、優勝しました。
　報告会では、「優勝できてよかった」「補欠だった
けど、大きな声で応援できた」など、児童一人ひと
りが大会に参加した感想を述べました。（10月4日）

まま ちち のの
話話 題題

★子どもたちが尺八演奏を発表！
　中公民館子ども尺

しゃくはち

八教室の子どもたちが、「第
26 回 ジュニア文化祭（岐阜県青少年文化活動交
流発表会）」（9 月 2 日、大野町で開催）に参加し、

“虚
きょれい

鈴”“ふるさと”など、4 曲を演奏しました。
また、「第 27 回 国民文化祭・とくしま 2012」の
企画のひとつとしておこなわれた「全国邦

ほうがく

楽合
がっそう

奏
フェスティバル」（9 月 16 日、徳島県で開催）で
も、全国から厳正な抽選で選ばれた 22 組のなか
の 1 組として尺八演奏を発表しました。
　両大会とも、日ごろから指導をしていただいて
いる名物先生の中

な か ね

根理
まさのり

記さんに見守られながら、
堂々と演奏することができました。子どもたちに
は、今後も尺八を続けてもらいたいと思います。

★ロボットコンテストで全国大会へ出場！
　「第 9 回 WRO J

ジ ャ パ ン

apan 決勝大会」（9 月 23 日、
東京都で開催）への出場が決まった東濃高等学
校ロボコン部（ロボットコンテスト部）のみな
さんが役場を訪れ、渡邊町長から激

げきれい

励を受けま
した。今回は、2 チームが出場します。
　この大会は、小・中・高校生が市販のロボッ
トキットを使って自作した自立型ロボットで、
各種競技に挑戦するコンテストです。昨年は決
勝大会で準優勝し、アラブ首長国連邦で開催さ
れた国際大会ではベスト 16 に入賞しました。今
年も実力を出し切り、マレーシアで開催される
国際大会へ 2 チームそろって出場できるように
がんばってください。（9 月 20 日）

【大会結果報告】
◎ SYD117：ベスト 16（国際大会出場ならず）
※全国大会へ出場した生徒は左記のとおりです。

（順不同・敬称略）

①チーム「SYD117」
　【2 年生】佐

さ と う

藤悠
ゆ う き

貴（八百津町）、澤
さ わ だ

田大
だ い き

樹（中町）、
　 百

ももさき

崎勇
ゆ う や

也（本郷）
②チーム「SIM117」
　【2 年生】百

ももさき

崎雅
ま さ や

也（本郷）
　【1 年生】今

いまえだ

枝　航
わたる

（南山台東）、澤
さ わ だ

田勇
ゆ う き

樹（中町）

17 ほっと みたけ　2012. 11



★中部電気保安協会と災害時の協定を締結
　町と一般財団法人 中部電気保安協会岐阜支店

（杉
すぎうら

浦 光
あきら

支店長）は、町内で災害が発生した場合に、
電気設備の保安および電気使用の安全確保のため、
電気の保安に関する協定を締結しました。
　この協定は、災害時において、町が中部電気保安
協会の協力を得て、災害応急対策を円

えんかつ

滑におこない、
町の施設の迅

じんそく

速かつ適切な機能の維持や復旧を図る
ことを目的としています。
　役場などの施設の電源復旧を支援していただき、
町民のみなさんのためにも、迅速に役場の機能が果
たせるように努めます。今後もこのように、災害に
対するあらゆる備えをおこなっていきます。（10 月
4 日）

まま ちち のの
話話 題題

★シニア軟式野球で全国大会へ出場！
　「日本スポーツマスターズ 2012 軟

なんしき

式野球競技」（10
月 20 日～ 22 日、高知県で開催）への出場が決まった
市
いちかわ

川一
かずひと

人さん（顔戸南）が役場を訪れ、渡邊町長から
激
げきれい

励を受けました。
　この大会は 32 チームが参加し、40 歳以上のシニア
世代を対象とした、日本体育協会が主催する全国で初め
ての総合スポーツ大会です。市川さんが所属するチーム

「堀自動車 40」は、県の代表として東海大会で準優勝し、
全国大会への出場を果たしました。
　市川さんは、「向上心と緊張感を持って、野球をやっ
ていきたい。なんとか 50 歳までは続けたい」と目標を
語りました。町長は、「何回も激励ができるよう、いく
つになっても続けてください。今大会もがんばってくだ
さい」などとエールを送りました。（10 月 11 日）

★松浪さんが大臣表彰
“生涯スポーツ功労者表彰”を受けました

　長年、御嵩町スポーツ少年団の本部長を務められて
いる松

まつなみ

浪保
や す お

夫さん（西田）が、10 月 5 日（金）に東京
都でおこなわれた「生涯スポーツ功労者および生涯ス
ポーツ優良団体表彰式」で“生涯スポーツ功労者表彰”
を受けられ、渡

わたなべ

邊町長に報告をしました。
　これは、地域や職場におけるスポーツの健全な普及
および発展に貢献し、スポーツの振興に顕

けんちょ

著な成果を
あげたスポーツ関係者や団体に、文部科学省から贈ら
れる表彰です。松浪さんは、平成 7 年から現在まで 17
年、子どもたちへのスポーツの普及、指導などに尽

じんりょく

力
されています。今後もスポーツ少年団の発展のために、
ますますご活躍されることを期待しています。（10 月
11 日）

▲  文部科学大臣から表彰状と銀
ぎんぱい

盃が贈られ、町長に銀盃
を披露していただきました

18



▼  左から、臼井さん、渡邊町長、齊藤さん

★高齢者の福祉のために…
　有限会社 セレモたなか（田

た な か

中清
きよひと

仁代表取締
役）が、8 月 19 日（日）におこなわれたチャ
リティー人形供養祭で供養した人形やぬいぐる
みの供養料 10 万 129 円を町へ寄付してくださ
いました。
　この寄付金は、高齢者のみなさんの福祉のた
めに、有

ゆ う い ぎ

意義に使わせていただきます。ありが
とうございました。（9 月 28 日）

★公共施設の充実のために…
　8 月 30 日（木）に中公民館でおこなわれた

「森
もりやま

山威
た け お

男ジャズライブ in みたけ」の収益金の
一部である 5 万円を、実行委員会が町へ寄付し
てくださいました。
　実行委員会代表の臼

う す い

井きし江
え

さん、齊
さいとう

藤貞
さ だ こ

子
さんが役場を訪れ、「会場として利用した中公
民館のホールの椅

い す

子の取り替えに使ってほし
い」と話されました。
　この寄付金は、今後再び、ジャズライブなど
を中公民館で開催していただけるよう、有効に
使わせていただきます。ありがとうございまし
た。（9 月 10 日）

絵本 大好き！

　こんにちは！中保育園です。
　中保育園の子どもたちは、絵本が大好き！
園では、朝、昼、夕方と 1 日に 3 冊の絵本を
読んでいます。おとなも子どももやさしい、
ゆったりとした気持ちになり、スムーズに保
育に入ることができます。
　また、中保育園ではさまざまな人に絵本を

読んでもらう『K
キ ッ ズ

ID 絵本』をおこなっています。読み聞かせサークル「ぞ
うのみみ」のみなさん、地域ボランティアのみなさん、そして園児の保護
者のみなさんが毎月、子どもたちの大好きな絵本をたくさん読んでくれま
す。「今日はどんなお話かな？」「ぼく、おばけの話がいいな～」と毎回、
期待を膨

ふく

らませている子どもたちです。その時々の季節に合ったものや、
子どもたちの興味に合わせたものを一生懸命考えて
選んでいただけるので、子どもたちはお話の世界に
夢中になっています。読み終わったあとも、「早く
次の本読んで～！」とワクワクしている子どもたち
です。
　これからも、地域のみなさんとの交流を重ね、絵
本の世界を楽しんでいきたいと思います。

▲  地域のおじいちゃんが読んでくれた
よ！絵本のほかに、楽しいお話もし
てくれるよ♪

中

保 育 園

▲  ぞうのみみの人が読んでくれたよ♪長い
お話も静かに聞けるようになりました！

19 ほっと みたけ　2012. 11



11 月の相談日

情報ガイド情報ガイド

◆ 

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間

（
電
話
相
談
）

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
職
場
な
ど
に
お

け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
人
権
問
題
の
相
談
に
、
県
内
の
女
性
人

権
擁よ

う
ご護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
電・

・話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
11
月
12
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　

※ 

た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
は
、
午
前

10
時
～
午
後
5
時
。

● 

相
談
先
：
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎ 

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

☆ 

強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、
平
日
、
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
地
方
法
務
局

　

 

人
権
擁
護
課　

☎ 

０
５
８
‐
２
４
５
‐

３
１
８
１
（
代
表
）

◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

（
予
約
制
）

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
毎
月
、「
多
重

債
務
無
料
相
談
会
」
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

返
し
き
れ
な
い
借
金
の

支
払
い
に
困
っ
て
い
る

※ 12 月上旬の相談日も掲載しています。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課（内線 2122・2120）

 障がい者相談
 11 月 2 日（金）
 12 月 7 日（金）  午後 1 時～午後 4 時 中公民館  

 人権相談
 11 月 16 日（金）
 12 月 7 日（金）  午後 1 時～午後 4 時  11 月：中公民館

 12 月：役場北庁舎 2 階 第 3 研修室

　住民環境課（内線 2103）

 消費者相談  11 月 21 日（水） 午後 1 時 30 分～
午後 4 時

役場本庁舎 1 階
相談室  予約制（1 人 30 分程度）

 行政相談  11 月 27 日（火） 午前 9 時 30 分～正午 役場北庁舎 2 階
第 3 研修室

 法律相談  11 月 22 日（木） 午後 3 時～午後 5 時
 午後 6 時～午後 7 時

役場北庁舎 2 階
教育会議室

 ○ 午後 4 時までに受付をし
てください。

 ○ 午後 6 時以降の部は、前
日までに予約が必要です。

　オアシス教室（☎ 67-7380）

 教育相談

 （不登校・いじめなど）

毎週月曜～金曜日
（祝日を除く）  午前 9 時～午後 3 時 オアシス教室

（中公民館内）

 臨床心理士による

カウンセリング 

毎週水曜日
（祝日を除く）  午前 9 時～午後 5 時 中公民館 2 階

  予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！まずはお電話ください

　家庭や仕事、DV（ドメスティックバイオレンス）、人間関係など、生き方に関する悩みを電話でお聞き
します。相談は無料で、秘密は固く守られます。

岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口　「電話相談」 専用ダイヤル ： 058-278-0858

　● 相談日：日曜～木曜日（金曜・土曜日、祝日、年末年始を除く）
　● 時間：午前 9 時～正午／午後 1 時～午後 4 時

※ 電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。
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　不燃ごみ（金物類・ガラス類）、
粗大ごみ（可燃・不燃）の収集日
をお知らせします。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
11 月 7 日（水）
12 月 19 日（水）

御　嵩

中 11 月 9 日（金）
12 月 21 日（金）

伏　見 11 月 6 日（火）
12 月 18 日（火）

　分別収集日をお知らせします。
※ 収集時間については、朝方の約 1 時

間程度です（例：午前7時～午前8時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

収集地区 分別収集日

上之郷 11 月 4 日（日）
12 月 2 日（日）

御　嵩 11 月 11 日（日）
12 月 9 日（日）

中 11 月 18 日（日）
12 月 16 日（日）

伏　見 11 月 25 日（日）
12 月 23 日（日）

リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
11 月の開催日：4 日（日）
12 月の開催日：2 日（日）

時間：午前 9 時～午前 11 時
場所：役場 駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9 時～午後 5 時
場所：あゆみ館（新木野）

●
日
時
：
12
月
5
日
（
水
）　

午
後
～

　

※
相
談
日
当
日
ま
で
随
時
受
付
。

●
場
所
：
役
場
北
庁
舎
2
階 

会
議
室

　

※ 

時
間
、
場
所
は
、
申
し
込
み
時
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
相
談
料
：
無
料

●
相
談
内
容
：

　

◎ 

知
的･

身
体
的
障
が
い
が
あ
る
の
で
、

進
路
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
る
。

　

◎
友
だ
ち
関
係
を
う
ま
く
築
け
な
い
。

　

◎
言
葉
の
遅
れ
が
あ
る
。

　

◎ 

興
味
や
関
心
が
せ
ま
く
、
特
定
の
も
の

や
習
慣
、手
順
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

● 

申
込
方
法
：
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
・
中
学
校
に
あ
る
「
相
談
申
込
書
」、

ま
た
は
直
接
、
学
校
教
育
課
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

 

学
校
教
育
課
学
校
教

育
係　

担
当
：
大お

お
が鋸

　
（
内
線 

２
３
１
０
）

人
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
人
な
ど
は
悩
ん
で
い
な
い
で
、
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 
日
時
：
11
月
20
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

● 

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
古

井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１
）

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
員
：
弁
護
士

● 

相
談
方
法
：

　

面
接
相
談
（
30
分
、
事
前
予
約
制
）

　

※
11
月
19
日
（
月
）
ま
で
随
時
受
付
。

● 

申
込
先
：
県
環
境
生
活
政
策
課

　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
２
‐
８
２
０
４

■ 

問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課
ふ
れ
あ
い

係　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線 

２
１
０
３
）

◆
す
こ
や
か
教
育
相
談
会

（
予
約
制
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
お
子
さ
ん
の
こ
と

で
悩
み
や
気
が
か
り
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

「
す
こ
や
か
教
育
相
談
会
」
を
お
こ
な
い
ま

す
。ごみ収集　　　　　

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
ラ
ス
パ
御
嵩
店
】

● 

日
時
：
11
月
27
日
（
火
）　

午
前
10
時
～

正
午
／
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
え江

（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
資
源
回
収

【
御
嵩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
11
月
25
日
（
日
）

 

※
予
備
日
：
12
月
2
日
（
日
）

【
上
之
郷
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
12
月
1
日
（
土
）

 

※
予
備
日
：
12
月
2
日
（
日
）

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
11
月
30
日

（
金
）
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税 

8
期
分

○
介
護
保
険
料 

11
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

5
期
分

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金 

3
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料 

10
月
分

（
口
座
振
替
日　

11
月
26
日
）

○
保
育
料 

11
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃 

11
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
11
月
の
祝
日
に
診
療
可
能

な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

11
月
3
日
（
土
）
：
小
松
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

可
児
市
菅
刈　
　

☎ 

６
５
‐
０
５
５
０

◎ 

11
月
23
日
（
金
）
：
太
田
歯
科
医
院

　

可
児
市
兼
山　
　

☎ 

５
９
‐
２
７
７
７

※ 

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
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◆
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
ぎ
ふ

「休
日
Ｈ
エ
イ
チ
ア
イ
ブ
イ

Ｉ
Ｖ
検
査
」

　

12
月
1
日
は
「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」。
感
染
を
知
る

唯
一
の
方
法
は
検
査
で
す
。

　

中
濃
保
健
所
で
は
、
無

料
・
匿と

く
め
い名

の
完
全
予
約
制

で
休
日
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。
結
果
に

つ
い
て
は
、
通
常
、
1
時
間
程
度
で
お
伝

え
し
ま
す
。

● 

日
時
：
12
月
1
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
前
11
時
30
分

　

※
1
人
30
分
、
完
全
予
約
制
。

● 

場
所
：
中
濃
保
健
所
（
可
茂
総
合
庁

舎
内
、
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井

２
６
１
０
‐
１
）

● 

検
査
費
：
無
料

● 

申
込
方
法
：
中
濃
保
健
所
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
中
濃
保
健
所

　

 

健
康
増
進
課　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１

　
（
内
線 

３
６
５
）

お
知
ら
せ

◆ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

【
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を更

新
し
ま
す
】

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
平
成
24
年
11
月
30
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
11
月
中
旬

～
下
旬
に
、
簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。

　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス
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※財源確保などのため、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先へお尋ねください。

ま
す
。
12
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合

は
、
保
険
長
寿
課
国
保
年
金
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【『
国
民
健
康
保
険
税
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
』
を
送
付
し
ま
す
】

　

11
月
下
旬
に
、「
国
民
健
康
保
険
税
納
付

済
額
の
お
知
ら
せ
」
を
納
税
義
務
者
で
あ

る
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
税
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
国
保
年
金

係　

担
当
：
田た

な
か中

（
内
線 

２
１
０
９
）

◆
国
民
年
金
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

【『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
発
行
さ
れ
ま
す
】

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
そ
の

年
の
1
月
1
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
）。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告

す
る
場
合
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

控
除
証
明
書
は
、
11
月
上
旬
に
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
な
ど
の
時
期
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

10
月
1
日
～
12
月
31
日
の
間
に
、
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
翌
年
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

広　

告
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■ 

問
い
合
わ
せ
：
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル　

☎ 

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

１
１
７
（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
場
合
は
、

☎ 
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０
）

◆
税
に
関
す
る
説
明
会

　

多
治
見
税
務
署
で
は
、
税
に
関
す
る
各

種
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

【
年
末
調
整
説
明
会
】

● 

対
象
：
事
業
所
の
給
与
担
当
者

●
日
時
：
11
月
16
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

● 

場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
可
児
市
今
渡
６
８
２
‐
１
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
多
治
見
税
務
署　

法
人

課
税
第
一
部
門　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２

‐
０
２
４
３

【
個
人
青
色
申
告
決
算
説
明
会
】

● 

対
象
：
個
人
青
色
申
告
者

●
日
時
：
11
月
19
日
（
月
）
／
26
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

● 

場
所
：
多
治
見
市
文
化
会
館

　
（
多
治
見
市
十
九
田
町
2
‐
8
）

※ 

青
色
申
告
決
算
書
は
確
定
申
告
書
に
同

封
し
て
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
確
定
申

告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
多
治
見
税
務
署　

個
人

課
税
第
一
部
門　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２

‐
０
１
０
４

◆ 

家
屋
を
取
り
壊こ
わ

し
た
と
き
は手

続
き
を
！

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1

月
1
日
の
現
況
で
課
税
さ
れ

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
未
登
記
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

◎ 

登
記
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
し
、
減
失

登
記
を
し
て
い
な
い
と
き

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
、
町
の
家
屋
課
税
台
帳
か
ら
抹

消
さ
れ
ず
、
引
き
続
き
翌
年
度
以
降
も
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
所
：
税
務
課
資
産
税
係

●
持
ち
物
：
印
鑑

●
届
出
期
限
：
12
月
28
日
（
金
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
資
産
税
係

　

担
当
：
永な

が
せ瀬

（
内
線 

２
１
５
３
）

◆�

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　

労
働
保
険
の
手
続
き
はお

済
み
で
す
か
？

　

1
人
で
も
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
必
ず
労
働
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
加
入

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
の
み
な

さ
ん
は
、
す
ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
す
。

【 

労
災
保
険
】
労
働
者
が
業
務
や
通
勤
で
負
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傷
、
疾し

っ
ぺ
い病
、
死
亡
し
た
場
合
に
、
労
働
者

本
人
や
遺
族
に
必
要
な
給
付
を
お
こ
な
い

ま
す
。
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
、

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

【 

雇
用
保
険
】
労
働
者
が
失
業
し
た
と
き
や

教
育
訓
練
を
受
講
し
た
と
き
、
在
職
中
の

60
歳
～
65
歳
未
満
の
労
働
者
に
一
定
の
賃

金
低
下
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
、
必
要
な

給
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
事
業
主
に
対
し
て
は
…

　

 　

失
業
の
予
防
、
雇
用
の
安
定
、
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
を
は
か
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
各
種
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
…

　

 　

1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
で
、
雇
用
見
込
み
が
31
日
以
上
で

あ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
労
働
局　

労
働
保

険
徴
収
室　

☎ 

０
５
８
‐
２
４
５
‐

８
１
１
５

講　

座

 

◆
中
山
道
み
た
け
館 

文
学
講
座

「
犯
人
は
誰
？
藪や

ぶ

の
中
の
真
相
に
迫せ

ま

る

   
～
芥

あ
く
た
が
わ川

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
『藪
の
中
』
を
読
む
～
」

　

藪
の
中
で
、
ひ
と
り
の
男
の
刺
殺
体
が

発
見
さ
れ
る
。
そ
の
事
件
を
巡め

ぐ

っ
て
語
ら

れ
る
三
者
の
証
言
が
そ
れ
ぞ
れ
食
い
違
う
。

真
相
は
い
か
に
…
。「
真
相
は
藪
の
中
」
と

い
う
言
葉
の
語
源
に
も
な
っ
た
、
芥
川
龍

之
介
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
『
藪
の
中
』
を

紐ひ
も

解と

い
て
い
き
ま
す
。

● 

日
時
：
11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

 

●
場
所
：
中
山
道
み
た
け
館
1
階 

研
修
室

●
定
員
：
30
名

● 

講
師
：
格か

く
せ清

久く

み

こ
美
子
さ
ん
（
中
部
大
学
非

常
勤
講
師
）

● 

申
込
方
法
：
中
山
道
み
た
け
館
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
間
：
申
込
受
付
中

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み

た
け
館　

担
当
：
山や

ま
だ田　

☎ 

６
７
‐

７
５
０
０

◆
わ
く
わ
く
体
験
館　

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

「ガ
ラ
ス
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
」

　

A
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　

B
吹
き
ガ
ラ
ス
で
作
るク

リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ

● 

日
時
：
11
月
25
日
（
日
）
／
26
日
（
月
）

　

午
前
9
時
～
正
午

●  

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

● 

対
象
：
小
学
5
年
生
以
上

● 

定
員
：
A 

各
日
20
名　

B 

各
日
16
名

　
（
抽
選
）

● 

受
講
料
：
材
料
費
・
税
込
み

　

A 

３
、５
０
０
円　

B 

2
、
５
０
０
円

● 

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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●
申
込
期
限
：
11
月
16
日
（
金
）

■ 
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体

験
館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

◆
竹
屋
資
料
館 

体
験
講
座

「ク
リ
ス
マ
ス
ガ
ー
ラ
ン
ド
を
作
ろ
う
」

　

吊つ

り
下
げ
る
タ
イ
プ
の
す
て
き
な
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
：
12
月
2
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

●
場
所
：
中
山
道
み
た
け
館
1
階 
研
修
室

●
定
員
：
10
名

● 

受
講
料
：
１
、３
０
０
円
（
材
料
費
）

● 

講
師
：
松ま

つ
や
ま山

恵え

み

こ
美
子
さ
ん

● 

申
込
方
法
：
竹
屋
資
料
館
へ
直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
間
：
11
月
9
日
（
金
）
～

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
竹
屋
資
料
館

　

担
当
：
井い

ば
や
し林　

☎ 

６
７
‐
５
７
０
４

◆ 

中
山
道
み
た
け
館 

講
座

「パ
ス
テ
ル
で

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
描
こ
う
」

　

パ
ス
テ
ル
の
や
わ
ら
か
い
色
彩
で
イ
ラ

ス
ト
を
描
い
て
、
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
：
12
月
9
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

 

●
場
所
：
中
山
道
み
た
け
館
1
階 

研
修
室

● 

対
象
：
小
学
生
以
上
（
低
学
年
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

●
定
員
：
10
名

● 

受
講
料
：
３
０
０
円

●
持
ち
物
：
色
え
ん
ぴ
つ
、
筆
記
用
具

● 

講
師
：
尾お

ぜ
き関
正ま

さ
ひ
ろ裕
さ
ん

● 

申
込
方
法
：
中
山
道
み
た
け
館
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
間
：
11
月
10
日
（
土
）
～

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み

た
け
館　

担
当
：
山や

ま
だ田　

☎ 

６
７
‐

７
５
０
０

催　

し

◆
集
ま
れ
！
ピ
タ
ゴ
ラ
キ
ッ
ズ

「お
も
し
ろ
科
学
工
作
教
室
」

　

10
種
類
の
科
学
工
作
の
な
か
か
ら
、
好

き
な
も
の
を
作
っ
て
遊
べ
ま
す
。
み
ん
な

で
遊
び
に
来
て
ね
。

● 

日
時
：
11
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
（
受
付
は
午
後
2
時
ま
で
）

● 

場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
可
児
市
今
渡
６
８
２
‐
１
）

● 

対
象
：
御
嵩
町
・
可
児
市
内
の
小
学
生

● 

参
加
費
：
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
㈳
可
児
青
年
会
議
所
事

務
局　

☎ 

６
２
‐
９
０
１
０
（
月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

◆
可
児
農
業
祭

　

御
嵩
町
・
可
児
市
・
Ｊ

Ａ
め
ぐ
み
の
の
共
催
で
、

『
き
ず
こ
う 

可
児
の
自
然
と

農
業
』
を
テ
ー
マ
に
、「
第

31
回 

可
児
農
業
祭
」
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
11
月
17
日
（
土
）
／
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

● 

場
所
：
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園 

雅
ホ
ー

ル
お
よ
び
そ
の
周
辺

※ 

入
園
無
料
。
詳
し
く
は
、
11
月
1
日
の

各
戸
配
付
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
農
政
係

　

担
当
：
竹た

け
む
ら村

（
内
線 

２
１
６
４
）

◆
町
民
囲い

ご碁
大
会

　

御
嵩
町
囲
碁
同
好
会
で
は
、

「
第
18
回 

町
民
囲
碁
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時
：
11
月
23
日（
金
・
祝
）

　

午
前
9
時
～

●
場
所
：
中
公
民
館

● 

参
加
費
：
１
、５
０
０
円
（
昼
食
・
賞
品
代
）

　

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

● 

対
局
方
式
：
Ａ
級
（
四
段
以
上
）、
Ｂ
級

（
二
段
～
三
段
）、
Ｃ
級
（
初
段
以
下
）
の

3
部
に
分
か
れ
て
対
戦
し
ま
す
。
組
み
合

わ
せ
は
、
当
日
の
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
生
涯
学
習
課
ま
た
は
4
地

区
公
民
館
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
11
月
15
日
（
木
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
囲
碁

同
好
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
内
）　

担
当
：
須す

だ田
（俊）
（
内
線 

２
２
６
７
）

◆
可
茂
公
設
市
場

「一
般
開
放
」

　

可
茂
公
設
市
場
で
は
、

『
あ
り
が
と
う 

第
9
回 

市

場
開
放
』
を
テ
ー
マ
に
、

み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
を
込

め
て
、
市
場
を
一
般
開
放

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
12
月
2
日
（
日
）

　

午
前
7
時
～
午
後
1
時

● 

場
所
：
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
（
可
児
市
川
合
６
３
６
）

● 

内
容
：
マ
グ
ロ
・
イ
カ
解
体
シ
ョ
ー
／

せ
り
売
り
／
青
果
物
・
水
産
物
な
ど
の

市
場
価
格
販
売
／
青
果
物
の
詰つ

め
放
題

／
フ
ー
ド
販
売　

な
ど

● 

駐
車
場
：
市
場
内
に
３
０
０
台
あ
り

■ 

問
い
合
わ
せ
：
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市

場
組
合　

☎ 

６
２
‐
７
７
１
１

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

　

中
濃
保
健
所
で
は
、“
う
つ
病
”
の
基
礎

知
識
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時
：
12
月
7
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

● 

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎
5
階 

大
会
議
室

　
（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１
）

● 

対
象
：
一
般
住
民
、
民
生
委
員
な
ど

24
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居
場
所
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
の
後う

し

ろ
盾だ

て

に
な
り
た
い
」
と
い
う
熱
い
思
い

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
渡わ

た
な
べ辺

　
（
内
線 

２
２
６
８
）

◆
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
入
館
割
引

　

野
外
民
族
博
物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
で

は
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、
名
鉄

広
見
線
活
性
化
の
た
め
、
日
ご
ろ
の
感
謝

を
込
め
て
、
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
を
ご

優
待
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
優
待
期
間
：
11
月
1
日（
木
）～
25
日（
日
）

●
優
待
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
：

【 

世
界
の
ご
当
地
グ
ル
メ
】

◎
開
催
期
間
：
11
月
25
日
（
日
）
ま
で

◎ 

内
容
：
家
庭
料
理
か
ら
屋
台
グ
ル
メ
ま

で
、
世
界
各
国
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
大

集
合
！
チ
ー
ズ
と
ハ
ム
を
は
さ
ん
だ
ド

イ
ツ
の
肉
料
理「
コ
ル
ド
ン
ブ
ル
ー
」や
、

イ
タ
リ
ア
の
揚あ

げ
ピ
ザ
「
パ
ン
ツ
ェ
ロ
ッ

テ
ィ
」
な
ど
、
今
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
、

13
種
類
の
期
間
限
定
グ
ル
メ
メ
ニ
ュ
ー

を
と
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

※
品
切
れ
の
際
は
ご
容よ

う
し
ゃ赦
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ベ
ン
ト
は
都
合
に
よ
り
、
変
更
・
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.littlew

orld.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
野
外
民
族
博
物
館
リ
ト

ル
ワ
ー
ル
ド　

☎ 

０
５
６
８
‐
６
２
‐

５
６
１
１

◆
明
治
村
入
村
割
引

　

博
物
館
明
治
村
で
は
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
て
、
名
鉄
広
見
線
活
性
化
の
た

め
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
、
地
元
住

民
の
み
な
さ
ん
を
ご
優
待
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
優
待
期
間
：
11
月
1
日
（
木
）
～

12
月
2
日
（
日
）

●
優
待
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
：

【 

明
治
の
り
も
の
博
】

◎
開
催
期
間
：
12
月
2
日
（
日
）
ま
で

◎ 

内
容
：
日
本
初
の
鉄
道
路
線
が
新
橋
～

横
浜
間
に
開
通
し
て
か
ら
、
今
年
10
月

● 

参
加
費
：
無
料

● 

講
師
：
塩し

お
い
り入
俊と

し
き樹 

氏
（
岐
阜
大
学
大
学

院 

医
学
系
研
究
科 

精
神
病
理
学
分
野 

教
授
）

● 

演
題
：
「
身
近
な
こ
こ
ろ
の
病
気
“
う

つ
病
”
に
つ
い
て
」

 

● 

内
容
：
日
本
人
が
一
生
の
う
ち
に
う
つ

病
に
な
る
頻ひ

ん
ど度

は
、
15
人
に
1
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
か
か
り
う
る

病
気
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
自
分
も
、

大
切
な
誰
か
も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
お
話
し
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
中
濃
保
健
所
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
中
濃
保
健
所

　

 

健
康
増
進
課　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１

　
（
内
線 

３
６
４
）

◆
ふ
れ
あ
い
人
権
講
演
会

　

町
で
は
、
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時
：
12
月
8
日
（
土
）

　

 

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

　
（
受
付
は
午
後
1
時
～
）

● 

場
所
：
中
公
民
館
3
階 

大
ホ
ー
ル

● 

講
師
：
廣ひ

ろ
な
か中

邦く
に
み
つ充 

氏
（
浄
土
宗
・
西
居

院 

第
21
代
住
職
）

● 

演
題
：
「A

ア
ゲ
イ
ン

gain 

出
会
い
ふ
た
た
び
」

● 

内
容
：
非
行
少
年
や
引
き
こ
も
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た

ち
を
無
償
で
お
寺
に
預
か
り
、
社
会
復

帰
さ
せ
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
命

あ
る
限
り
、
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
の

☆
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

リトルワールド　町民優待入館割引券
（御嵩町）

【一般券】
　おとな・大学生　　　　1,000円（通常1,600円）
　シルバー（65歳以上）　1,000円（通常1,200円）
　高校生　　　　　　　　800円（通常1,000円）
　小・中学生　　　　　　500 円 （通常 600 円）
　幼児（3 歳以上）　　　　200 円 （通常 300 円）

●有効期間 ： 平成 24 年 11 月 1 日 （木） ～

11 月 25 日 （日）

◎この券を切り取って、使用してください。

✂

✂

で
ち
ょ
う
ど
１
４
０
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
明
治
村
の
乗
り
物
関

連
資
料
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、

運
休
し
て
い
た
明
治
製
造
の
京
都
市
電

の
体
験
乗
車
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
博
物
館
明
治
村

　

☎ 

０
５
６
８
‐
６
７
‐
０
３
１
４

◆
成
人
式

　

町
で
は
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
う
た
め
に
、

成
人
式
を
お
こ
な
い
ま

す
。

●
日
時
：
平
成
25
年
1
月
13
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～

●
場
所
：
中
公
民
館

● 

対
象
：
平
成
4
年
4
月
2
日
～
平
成
5
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

☆
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

博物館明治村　町民優待入村割引券
（御嵩町）

【一般券】
　おとな・大学生　　　　 800円（通常1,600円）
　シニア（65歳以上）　　 600円（通常1,200円）
　高校生　　　　　　　　500円（通常1,000円）
　小・中学生　　　　　　300 円 （通常 600 円）

●有効期間 ： 平成 24 年 11 月 1 日 （木） ～

12 月 2 日 （日）

◎この券を切り取って、使用してください。

✂

✂
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情報ガイド情報ガイド

金
限
度
額
：

　

◎
補
助
対
象
経
費
が
50
万
円
以
下

　
　
　

10
／
10
以
内

　

◎
補
助
対
象
経
費
が
50
万
円
を
超
え
る
分

　
　
　

1
／
2
以
内

　

上
限
１
２
５
万
円
／
下
限
10
万
円

●
申
込
期
限
：
11
月
30
日
（
金
）

午
後
5
時
15
分
必
着

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
県
林
政
課

恵
み
の
森
づ
く
り
推
進
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.pref.gifu.lg.jp/
sangyo-koyo/ringyo-m

okuzai-
sangyo/kanren-joho/zei/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

■ 
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
林
政
課

　

 

恵
み
の
森
づ
く
り
推
進
室　

☎ 

０
５
８

‐
２
７
２
‐
８
４
７
２
（
直
通
）

◆
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
25
年
度
訓
練
生

　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
愛
知

県
豊
川
市
）
で
は
、
来
年
度
入
校
の
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
が

い
者
の
み
な
さ
ん
が
知
識
・
技
能
を
習
得

し
、
職
業
的
自
立
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

● 

応
募
資
格
：
障
が
い
者
で
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
。

　

◎ 

技
能
を
身
に
つ
け
、
職
業
的
自
立
を

望
ん
で
い
る
人

　

◎
症
状
が
安
定
し
て
い
る
人

　

◎ 

訓
練
お
よ
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
人

　

※ 

身
体
障
が
い
以
外
の
障
が
い
を
お
持

ち
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
募
集
科
目
／
訓
練
期
間
／
定
員
：

● 

選
考
日
：
平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）
ま

★
転
出
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

他
市
町
村
へ
住
民
票
を
移
し
て
い
る
人

で
御
嵩
町
の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
11
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い

ま
た
は
遅
れ
た
場
合
は
、
案
内
状
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
当
日
お
渡
し
す
る
名
簿
に

名
前
が
載
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
渡わ

た
な
べ辺

（
内
線 

２
２
６
８
）

募　

集

◆
環
境
保
全
活
動
費
を
助
成
し
ま
す

～
平
成
25
年
度 

清
流
の
国
ぎ
ふ

地
域
活
動
支
援
事
業
～

　

県
で
は
、“
清
流
の
国
ぎ
ふ 

森
林
・
環
境

税
”
を
活
用
し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が
自

ら
実
行
す
る
森
づ
く
り
や
川
づ
く
り
、
水

環
境
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
を
募
集
し
、

採
択
さ
れ
た
活
動
に
対
し
て
、
活
動
費
を

助
成
し
ま
す
。

● 

事
業
概
要
：
各
種
団
体
な
ど
が
自
ら
企

画
・
立
案
・
実
行
す
る
、
創
意
工
夫
の

あ
る
地
域
の
森
づ
く
り
、
川
づ
く
り
、

水
環
境
保
全
、
生
物
多
様
性
な
ど
、
環

境
保
全
活
動
に
対
す
る
支
援

● 

助
成
対
象
：

　

◎
県
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体

　

◎
県
内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人

● 

補
助
率
お
よ
び
1
事
業
あ
た
り
の
補
助

訓練科目 訓練期間 募集定員

 情報システム科

いずれも
1 年

20 名

 OA ビジネス科 30 名

 CAD 設計科
　　機械コース
　　建築コース

15 名
15 名

 デザイン科
　　Web コース
　　DTP コース

20 名
10 名

※御嵩町民に限り、ご利用いただけます。
※当券 1 枚につき、5 名様まで使用可
※ほかの割引との併用は不可
※コピー、転売不可
※当券を入館券売場にご提出ください。
※駐車場料金は、別途必要です。

野外民族博物館リトルワールド
☎ 0568-62-5611

✂

✂

※御嵩町民に限り、ご利用いただけます。
※当券 1 枚につき、4 名様まで使用可
※ほかの割引との併用は不可
※コピー、転売不可
※当券を入村窓口にご提出ください。
※駐車場料金は、別途必要です。

博物館明治村
☎ 0568-67-0314

✂

✂

た
は
20
日
（
日
）
の
ど
ち
ら
か
1
日
を
指

定
し
ま
す
。

● 

選
考
方
法
：
一
般
教
養
試
験
、
面
接

● 

入
校
日
：
平
成
25
年
4
月
9
日
（
火
）

● 

申
込
方
法
：
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
で
職
業
相
談
を
し
た
あ
と
、
入
校
願

書
と
健
康
診
断
書
を
公
共
職
業
安
定
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
12
月
14
日
（
金
）

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.aihoi.ac.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
愛
知
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校

　

 

☎ 

０
５
３
３
‐
９
３
‐

２
１
０
２
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毎週土曜日 午前 9 時～午前 11 時
「ららサタデー」第 1・第 3 週担当

安
あんどう

藤嘉
よしひろ

紘さん（若宮町 1）
パーソナリティーネーム「ジュニア」

町内在住のパーソナリティー

安藤さんからひとこと！

　FM ららのテーマは「みんなでつくる音
の駅」。交流・集いの場として、また、緊急・
災害時には頼れる情報基地として、日々、
がんばっています。地元御嵩のみならず、
可児・加茂地区を、特に名鉄広見線を元気
にしたいという思いで、私は情報を発信し
ています。みなさんからのメッセージもお
待ちしていますので、ぜひ、FM ららを聴
いてみてください。

災害時の緊急情報も…

ＦＭらら

76.8 ＭＨｚ

♪メッセージ・リクエストは…

メール　rara@fm768.jp

FAX　0574-50-2882

郵便　〒 509-0294　FM らら

～�放送エリアは…　御嵩町・可児市・美濃加茂市�～

犬　を飼っているみなさんへ

～ 犬を飼う際には、次のことを守ってください！！～

★ 犬の登録をしてください

　 　「狂
きょうけんびょう

犬病予防法」により、生後 91 日以上の犬
は、役場で登録手続きをおこない、鑑

かんさつ

札を犬に
つけておくことが義務づけられています。

　※ 登録は生涯 1 回です。登録をしないと罰金を
課せられる場合があります。犬が死亡した場
合は、死亡届の提出が必要です。登録、死亡
届など詳しくは、住民環境課までお問い合わ
せください。

★ 狂犬病の予防注射を

年 1 回受けさせてください

　 　予防注射後には注射済票の交付
を受け、それを犬につけておくこ
とが義務づけられています。

　※ 狂犬病は過去の病気ではありません。予防注
射は流行を未然に防ぐことになります。

★  犬の習性などを正しく理解して、

最後まで適正に、 責任を持って飼ってください

　 　犬の大きさに応じて、エサおよび水を与え、
運動をさせましょう。また、ほかの人に迷惑や
危害を及ぼさないよう、適切なしつけや訓練を
しましょう。

★ 犬は放し飼いにしないでください

　 　柵
さく

で囲まれた敷地内あるいは室内など、人に
迷惑を及ぼすことのない場所を除いて、犬の放
し飼いはしないでください。

★ 犬のフン尿
にょう

などは適正に処理してください

　 　フンの放置によって、地域のみなさんが不快
な思いや迷惑しています。また、放置されたフ
ンからさまざまな感染症が発生する恐れもあり
ます。散歩のときには、フンを片づける道具（ス
コップ、ビニール袋）を携

たいこう

行し、フンは必ず持
ち帰りましょう。

★  繁
はんしょく

殖を希望しない場合は…

　 　必要に応じて、不
ふ に ん

妊・去
きょせい

勢手術などの繁殖制
限をしましょう。

★ 飼い犬が人を噛
か

んだときは…

　 　万が一、飼い犬が人を噛んでしまったときは、
すぐに保健所へ連絡してください。

★ 飼い犬がいなくなったときは…

　 　万が一、飼い犬が逃げてしまったときは、す
ぐに保健所と警察署へ連絡してください。

★ 犬を飼えなくなったときは…

　 　まず、適正に飼
し よ う

養できる新しい飼い主を探し
てください。やむを得ず、どうしても飼えなく
なった場合は、中濃保健所（☎ 25-3111）ま
でご相談ください。

■ 問い合わせ：住民環境課環境整備係
　担当：小

お ぎ そ

木曽・生
い こ ま

駒（内線 2125）
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～ さんさんだより ～

◇ 「エコビアガーデン」 を開催します！

●日時 ： 11 月 16 日 （金）

午後 6 時～午後 9 時

　大好評のエコビアガーデンも、
いよいよ今年最後となりました。今月は、寒い日に
うってつけの“おでん”が登場します！
☆主催：御嵩町商工会青年部 OB 有志
☆特典：名鉄電車でお越しの人には割引券を配付。

◇さんさん広場の “足
あ し ゆ

癒” であたたまろう♪

●利用時間 ： 午前 9 時～午後 5 時

　【利用方法】
① 足癒の蓋

ふた

を開けて、緑色のボタンを 1 回押してく
ださい。

② 靴
くつ

を脱いで、足癒に入ってください（靴下のまま
で OK ！）。

③ 足癒があたたまるまで、しばらくお待ちください。
　※ 冬の間はセラミックボールが冷えきっているた

め、時間がかかる場合があります。
　【お願い】 　足癒のなかで立ったり、座ったりしな

いでください。故障の原因になります。

～ わいわいだより ～

◇ 「自然素材を生かしたバスケタリー展」

 （わいわい館 茶房棟・交流棟）

　自然素材の“藤
ふじ

のつる”を活用したランプシェード
や籠

かご

などの作品を展示します。また、期間中には、「つ
るクラフト講座」も開催します。
●期間：12 月 3 日（月）～ 20 日（木）
●出展：高

たかはし

橋貴
き み え

美枝さん

◇ 「つるクラフト講座」  （わいわい館 交流棟）

　“藤のつる”を使って、お正月用の「花かご」や
「卓

たくじょう

上キッチングッズ」を作ります。
●日時：12 月 8 日（土）　午前 10 時～
●定員：10 名（先着順）
　※御嶽宿わいわい館へ申し込みください。
●参加費：おひとり 1,500 円（材料代含む）

◇ 「クリスマス ハンドベルコンサート」

 （わいわい館 茶房棟）

　ハンドベルコンサートを開催します。「ジングルベ
ル」「きよしこの夜」などの演奏をお楽しみください。
●日時： 12 月 7 日（金）

午後 1 時 30 分～午後 2 時 30 分
●出演：みたけハンドベル同好会のみなさん

☀ 御嶽宿さんさん広場（名鉄御嵩駅前）
「 エコビアガーデン 」　11 月 16 日 （金）

※ 11 月～翌年 3 月まで、宿の市はお休みします。

� 御嶽宿わいわい館（願興寺向かい）
　開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　休館日：毎週水曜日　☎（0574）42-8580

■ 問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係
　担当：栗

く り や も と

谷本・柴
し ば た

田（内線 2235）

♪♪　御嶽宿 わいわい館 ・ さんさん広場からのお知らせ　♪♪御嶽宿 わいわい館 ・ さんさん広場からのお知らせ

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより （11 月） ☆★☆★☆★

　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間づくりを目的とした『乳幼
児期家庭教育学級』を設置しています。今月は次の講座をおこないますので、ぜひご参加ください。

※  0 歳児学級「あいあい」 … 『H24 前期組』は平成 23 年 10 月～平成 24 年 3 月生まれ、
　『H24 後期組』は平成 24 年 4 月～ 9 月生まれのお子さんと保護者が対象です。

◎ 乳幼児期家庭教育学級の申し込みは、随時受付しています。入級を希望される人は、生涯学習
課までお問い合わせください。

■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：須
す だ

田（昌
しょう

）（内線 2268）

わいわい館の茶房棟は、御嵩町観光協会が運営しています

学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容
上之郷・御嵩学級 29 日（木）

午前 10 時～
午前 11 時 30 分

上之郷公民館 食育講座

中学級 20 日（火） 中公民館 クリスマス飾りをつくろう

伏見学級 22 日（木） 伏見児童館 食育サロン＆バザー

0 歳児学級
「あいあい」

※

Ｈ 24 前期組 9 日（金）
保健センター

手作り絵本を親子で楽しもう

Ｈ 24 後期組 16 日（金） 子育てワンポイントレッスン
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子育て支援センター

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

ぽっぽかん
休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始

開館時間：午前 9 時～午後 5 時
☎ 67-5221

指定管理者：社会福祉法人 御嵩町社会福祉協議会
中児童館 ☎ 67-0400 ／伏見児童館 ☎ 67-3625

休館日：日曜日、祝日、年末年始
開館時間：午前 10 時～午後 5 時

★★ 11 月の予定★★

ぽっぽかん

☆ “育児相談”

　子育てについて、不安はありませんか？気軽にお　
出かけください。電話もお待ちしています。
　◆日時：月曜～金曜日　午前 9 時～午後 5 時

★ “子育ておしゃべりタイム” へのお誘い

　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援セ
ンターへ来ませんか？一緒におしゃべりしたり、子ど
もと遊んだりしながら、ストレスを発散しましょう。 
　◆日時：毎週月曜日　午前 10 時～午前 11 時 30 分

★ “親子教室” のご案内 （会員制）　★会員募集中

　申し込んだコースに参加してください。
　◆日時：午前 10 時～午前 11 時 30 分
　　◎さくらんぼコース（1 歳児） 11 月 27 日（火）
　　◎りんごコース（2 歳児） 11 月 30 日（金）
　◆内容：3B 体操
　※ 親子教室の会員は随時募集しています。
　　 近くにお住まいのお友だちも誘って、

一緒に楽しみませんか。

★ “おはなしの広場” に来てね！

　紙芝居や絵本に親しみ、読み聞かせを
通して、情緒豊かなお子さんに育てましょ
う。貸出しもおこなっています。
　◆日時：11 月 14 日（水）
　　午前 10 時 30 分～午前 11 時 30 分
　※ 絵本の読み聞かせは、毎日、午前 11 時 30 分から

おこなっています。

★ 11 月の “園庭開放” ＆ “巡回子育て相談”

　◆日時：午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分
　　 1 日（木）中保育園  8 日（木）伏見保育園　
　　15 日（木）御嵩保育園  22 日（木）上之郷保育園

　☆巡回子育て相談はありません。
　※ 園庭開放の申込受付は、各保育園また

は子育て支援センターで
おこなっています。

★ “出前保育” をおこないます！

　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めます。
　◆日時：11 月 21 日（水）　午前 10 時～正午
　◆場所：上之郷公民館

＜ 12 月の予定＞
◎ 3 日：もちつき
◎ 10 日： 保健師の話

身体測定
◎  17 日：クリスマス会

※要申込

＜ 11 月の予定＞
◎ 5 日： 七五三参り
◎ 12 日： 栄養士の話

身体測定
◎  19 日： 救急法を学ぶ
◎  26 日：ハロウィンパーティー

＜中児童館＞

1 日（木）ひよこタイム（サーキットあそび）
 午前 10 時 30 分
8 日（木）ひよこタイム（七五三のふくろ作り）

 午前 10 時 30 分
10 日（土）おもちゃ作り 午後 1 時 30 分
15 日（木）ひよこタイム 午前 10 時 30 分
　　　　　　（七五三のおまいり＆どんぐりひろい）
　　　　　　持ち物：ぼうし、水とう
17 日（土）おやつ作り 午後 1 時 30 分
22 日（木）ひよこタイム（どんぐりおもちゃ作り）
 午前 10 時 30 分
24 日（土）クリスマスかざり作り
 ①午前 10 時 30 分　②午後 1 時 30 分
29 日（木）ひよこタイム（おやつ作り）
 午前 10 時 30 分
★閉館日：14 日（水）

＜伏見児童館＞

7 日（水）ひよこタイム（秋みつけ散歩＆七五三）
 午前 10 時 30 分
10 日（土）作ってあそぼう 午後 1 時 30 分
19 日（月）クリスマスかざり作り
 午後 1 時 30 分
21 日（水）ひよこタイム（手作りおもちゃ）
 午前 10 時 30 分
24 日（土）みんなであそぼう 午後 1 時 30 分
★閉館日：14 日（水）

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参
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＜ 平成 24 年 9 月受付分（敬称略）＞

■問い合わせ：住民環境課住民係　担当：仲
な か だ

田（内線 2105)

（
（

　    婚姻者名　　　   住　　所

　石 田 純 司（共 和 台）
　樋 渡 真 実（愛 知 県）

　鈴 木 真 一（高 倉）
　青木真沙美（高 倉）

　永 井 　 誠（愛 知 県）
　大 山 美 子（大 庭 台）

ご結婚
　　おめでとう

（
      出生児名           自治会名         保護者名

加
か ち

地 優
ゆ う と

斗（高 倉）

太
お お た

田 愛
あ い ね

音（南山台東）

山
や ま だ

田 悠
ゆ う せ い

惺（顔 戸 北）

伏
ふ せ や

屋 佑
ゆ う と

飛（高 倉）

纐
こ う け つ

纈 陵
り ょ う た

太（顔 戸 北）

板
い た や

屋 美
に な

南（高 倉 台）

桒
く わ ば ら

原 里
り る

琉（西 田）

升
ま す く ら

倉 優
ゆ う た

太（ 里 ）

お誕生
　　おめでとう

真 士
恵理子

隆 司
優 子

遼
英 里
尚 哉
智 美
紀 孝
聖 子

祐 哉
恵 美

11 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3 火曜日》

《毎月最終金曜日》

5 日（月）、12 日（月）、19 日（月）、
20 日（火）、26 日（月）、30 日（金）

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「環境関連展示　御嵩の野鳥展」
　御嵩町には、157 種もの野鳥が観
測されています。これらの野鳥や「オ
オタカと美しい自然を守る会」につ
いて紹介します。
● 期間：11 月 29 日（木）まで
● 場所：1 階 エントランスホール

◆ キッズシアター
　「モチモチの木」
●日時：11 月 17 日（土）
　午後 2 時～午後 2 時 20 分
●場所：1 階 研修室

◆ おとなのシネマシアター
　「私の頭の中の消しゴム」
●日時：11 月 18 日（日）
　午後 2 時～午後 4 時
●場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
● 日時：11 月 3 日（土・祝）・10

日（土）・24 日（土）
　午後 2 時～午後 2 時 30 分

◇◆◇ お知らせ ◇◆◇
　中山道みたけ館では、個人情報
保護の観点などから、2001 年 12
月以前に図書館カードを作った人
で、10 年以上 1 回も図書館を利
用していない人の図書館利用登録
データを 11 月末に削除します。
※ データが削除された場合でも、

住所が確認できる身分証などを
お持ちになれば、その場で新し
いカードを作ることができます。

●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば（0 歳～ 3 歳児向け）
● 日時：11 月 13 日（火）・27 日（火）
　午前 10 時 30 分～午前 11 時
●場所：おはなしのへや
 
◆ 郷土館特別展
　「みたけ発見！

こちらふるさと地図センター」
● 期間：12 月 16 日（日）まで
● 場所：2 階 特別展示室

◆ 竹屋資料館ミニ展示
　「フォト作品展」～御嵩の秋～
● 期間：11 月 10 日（土）～ 24 日（土）
●場所：商家竹屋 主屋
●協力：みたけフォトサークル

★ ★　11 月の予定　★ ★
中 山 道

み た け 館

　死亡者名         死亡年齢       自治会名              喪主名

多賀ヒサオ  93 歳（古 屋 敷）多 賀 民 雄

伊 藤 義 弘  83 歳（大 庭）伊 藤 聖 作

掛橋美佐子  83 歳（井 尻）掛 橋 哲 郎

井 上 弘 明  50 歳（大 庭 台）井 上 綾 香

可 児 　 薫  84 歳（ 谷 ）可 児 　 勇

小林たか子  89 歳（津 橋）小 林 壽 夫

佐 藤 玉 江  91 歳（長 岡）佐 藤 龍 雄

田 原 哲 也  97 歳（西 之 門）田 原 育 郎

市 原 直 範  58 歳（伏 見 台）市原美惠子

山 内 幹 雄  87 歳（津 橋）山 内 啓 三

真 野 東 助  95 歳（新 町）真 野 和 美

奥 村 篁 基  98 歳（ 平 ）亀 山 　 弘

中 村 　 明  84 歳（西 之 門）中 村 道 夫

佐 橋 正 雄  90 歳（西 本 町）佐 橋 則 明

田中き志子  92 歳（長 岡）田 中 利 秋

お悔やみ
　申し上げます

開
館
時
間

火〜金 ： 午前 10 時〜午後 6 時

： 午前 9 時〜午後 5 時
土 ・ 日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス ：

   http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館 ☎ （0574） 67-7500

竹屋資料館 ☎ （0574） 67-5704

俊 幸
めぐみ
大 輔
美 穂
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＜ 平成 24 年 9 月受付分（敬称略）＞

ま
せ
ん
が
、
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
か
な
り
強
制
力
が
伴

と
も
な
っ
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難か

た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
半
世

紀
が
過
ぎ
た
現
代
は
、
強
制
力
で
は
人

は
容
易
に
は
動
い
て
は
く
れ
な
い
時
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
故ゆ

え

に
時
間

を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
代
わ
り
、
自
ら
手
を
あ
げ
て
く
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
笑
顔
は
“
ほ

ん
も
の
”
で
す
。

　

民み
ん
ぱ
く泊
と
い
う
方
法
も
、
選
手
た
ち
に

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
家
族
同
様
に

受
け
入
れ
る
と
い
え
ば
簡
単
に
思
え
ま

す
が
、
実
際
に
は
、
食
中
毒
は
出
せ
な

い
、
睡
眠
不
足
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い
、

い
ら
ぬ
気き

遣づ
か

い
は
さ
せ
な
い
な
ど
、
準

備
段
階
か
ら
大
変
だ
っ
た
と
聞
き
及
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
民
泊
の
任

を
お
受
け
に
な
っ
た
方
々
は
、
さ
ぞ
や

高
い
達
成
感
や
参
加
意
識
を
味
わ
わ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
御
嵩
町
で
も
、“
清
流

こ
よ
み
ぶ
ね
”
や
“
ギ
フ
と
フ
ラ
ッ
グ
”

の
作
製
に
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
贔ひ

い
き
め

屓
目
に
見
て
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、
開
会
式
会
場
で
も
と
て
も

目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
の
誘ゆ

う
ち致

は
、
5
年
半
前
、

私
が
町
長
に
な
っ
た
時
点
で
ほ
ぼ
決
定

さ
れ
て
い
て
、
手
を
あ
げ
る
チ
ャ
ン
ス

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
体
の
種
目

を
開
催
で
き
る
よ
う
な
施
設
は
、
残
念

な
が
ら
御
嵩
町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
検
討
し
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
み

ぎ
ふ
清
流
国
体

　

11
日
間
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
“
ぎ

ふ
清
流
国
体
”
が
閉
会
し
ま
し
た
。
天て

ん
の
う皇

皇こ
う
ご
う后

両り
ょ
う
へ
い
か

陛
下
ご
臨り

ん
せ
き席

の
も
と
で
の
開
会
式

と
、
秋

あ
き
し
の
の
み
や

篠
宮
ご
夫
妻
ご
出
席
で
の
閉
会
式
に

参
加
で
き
た
こ
と
は
、
町
長
と
し
て
、
と
て

も
名
誉
な
こ
と
と
感
激
し
き
り
で
す
。
こ
れ

で
古ふ

る
た田

県
政
に
な
っ
て
か
ら
、
岐
阜
県
民

は
天
皇
陛
下
が
ご
出
席
さ
れ
る
3
つ
の
公
式

催さ
い
じ事

“
植
樹
祭
”“
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
”

“
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）”
す
べ
て
を
経
験

し
、
成
功
さ
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

岐
阜
県
の
天
皇
皇
后
両

り
ょ
う
は
い杯の

獲
得
は
、“
だ

れ
も
が
主
役
”
の
県
民
の
力
の
結
集
の
た

ま
も
の
で
す
。
３
、０
０
０
点
超
の
高
得
点

は
、
過
去
67
回
を
数
え
る
国
体
史
上
3
回
の

み
で
、
県
が
長
期
的
に
手
厚
く
選
手
育
成
に

取
り
組
ん
だ
成
果
と
い
え
ま
す
。
中
学
生
の

こ
ろ
か
ら
強
化
選
手
の
指
定
を
受
け
、
そ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
な

く
活
躍
し
て
く
れ
た
選
手
た
ち
に
、
心
か
ら

の
拍は

く
し
ゅ手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
嵩
町

か
ら
も
多
く
の
選
手
た
ち
が
出
場
し
て
く
れ

ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
は
2
万

人
を
超
え
、
そ
の
代
表
と
し
て
選
手
宣せ

ん
せ
い誓
を

し
て
く
れ
た
の
は
、
御
嵩
町
在
住
の
高
校
生

で
す
。
選
手
た
ち
に
感
謝
、
そ
し
て
選
手
宣

誓
の
大た

い
や
く役
を
果
た
し
て
く
れ
た
林

は
や
し
く
ん
に
感

謝
、
そ
し
て
感
謝
で
す
。

　

今
回
の
“
ぎ
ふ
清
流
国
体
”
の
特
徴
で
あ

り
、
高
評
価
を
得
た
の
は
、
選
手
や
役
員
関

係
者
の
み
な
ら
ず
、
県
民
参
加
型
の
運
営

に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
47
年
前
の
前
回
の

運
営
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
は
わ
か
り

町 長 月 記

る
価
値
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
国
体
の
主し

ゅ
し旨
は
、
ス
ポ
ー
ツ

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
競
技
の
裾す

そ
の野

を
広
げ
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
か
ら
で
す
。

　

体
育
会
系
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
こ
の
表
現
は
、
誉ほ

め

言
葉
で
は
使
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
原

因
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は
ス

ポ
ー
ツ
選
手
に
対
し
て
払
う
敬
意
は
、

決
し
て
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
政
治

家
が
災
害
の
被
災
者
に
ど
れ
だ
け
言
葉

を
尽つ

く
し
て
も
、
そ
の
力
は
ロ
ン
ド
ン

五
輪
の
メ
ダ
ル
の
輝
き
に
、
メ
ダ
リ

ス
ト
た
ち
の
笑
顔
に
は
遠
く
及
び
ま
せ

ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
…
と
い
う
の
は

少
し
ば
か
り
肩
に
力
を
入
れ
過
ぎ
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
の
延
長
線
上
で
、
子
ど

も
た
ち
の
体
育
離
れ
が
著

い
ち
じ
るし
い
の
も
現

実
で
す
。“
疲
れ
る
の
は
イ
ヤ
”“
汗あ

せ

臭く
さ

い
の
は
イ
ヤ
”。
本
来
、
特
に
小
・
中
学

生
に
は
、
汗
を
か
き
、
疲
れ
る
こ
と
は

特
権
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
い
ろ
ん
な

競
技
種
目
を
体
験
し
、
自
分
の
打
ち
込

め
る
競
技
に
巡め

ぐ

り
あ
え
る
こ
と
は
幸
せ

な
こ
と
で
す
。
そ
れ
よ
り
何
よ
り
、
最

近
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
の
低
下
は
、

自
分
で
守
る
べ
き
命
の
問
題
と
い
っ
て

も
過か

ご
ん言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
津

波
注
意
報
を
出
し
た
と
し
て
も
、
時
間

内
に
安
全
な
場
所
に
た
ど
り
つ
け
な
い

子
ど
も
が
多
く
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
水
泳
の
授
業
で
は
、
常
に
ほ
ぼ
半
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「町
長
と
語
る
会
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
長
と
町
民
の
み
な
さ
ん
が
語

り
合
う
「
町
長
と
語
る
会
」
を
時

間
の
許
す
限
り
、
積
極
的
に
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
や
団
体･

グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

 

企
画
課
秘
書
広
報
係　

担
当
：

可か

に児
（
内
線 

２
２
０
０
）

数
が
見
学
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
学
校
で
お
こ
な
わ
れ
る
授
業

と
し
て
の
体
育
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
発は

っ
く
つ掘

の
場
で
も
、
育
成
の
場
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
年
齢
に
相ふ

さ
わ応

し
い
体
力
を

つ
け
、
確
認
す
る
場
で
す
。
災
害
に
は
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
遭そ

う
ぐ
う遇

す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
旅
行
先
の
み
な
ら

ず
、
こ
の
御
嵩
町
で
生
活
し
て
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
低
限
の
時

間
で
走
り
き
る
こ
と
や
、
水
に
顔
を
つ

け
、
浮
け
る
こ
と
く
ら
い
は
覚
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
体
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
競
技
の
裾
野
を
広
げ
、
ス
ポ
ー

ツ
を
身
近
に
す
る
こ
と
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
御
嵩
町

の
職
員
採
用
試
験
に
、
文ぶ

ん
ぶ武

両り
ょ
う
ど
う

道
体

育
会
系
イ
ン
テ
リ
が
多
く
受
験
し
て
く

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

10
月
16
日
執
筆



【 みた けエコシンボルキャラクターが決まりました！！ 】

　

町の人口と世帯（2012.10.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,249 人（－ 44）

　　　 男　 9,526 人（－ 24）

　　　 女　 9,723 人（－ 20）

　　 世帯  7,009 世帯（＋ 4）
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は、この QR コード
でご覧になれます。

表　

紙　

か　

ら

　

桃
井
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

で
お
こ
な
わ
れ
た
運
動
会
「
も
も

い
国
体
」
の
様
子
で
す
。
第
6
回

目
の
今
回
は
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
・

ぎ
ふ
清
流
大
会
の
開
催
を
記
念
し

て
、
国
体
に
ち
な
ん
だ
競
技
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者
40
名
が
青
組
と

黄
組
に
分
か
れ
、“
ミ
ナ
モ
聖
火

リ
レ
ー
”“
ミ
ナ
モ
ツ
リ
ー
”“
ミ

ナ
モ
体
操
”
な
ど
、
利
用
者
の

み
な
さ
ん
が
参
加
で
き
る
競
技
を

職
員
が
考
え
、
手
づ
く
り
の
道
具

を
使
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
誰
も
が
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
、
大
き
な
歓
声
や
手て

拍び
ょ
う
し子

で
の
応
援
な
ど
、
大
変
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
み

な
さ
ん
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情

が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

今月の健康料理 「里いものごま和え」

■ 問い合わせ：住民環境課住民係　
　（内線 2105)

■レシピ提供：保健センター　担当：佐
さ ご う

合（管理栄養士）（内線 2193）　

★ワンポイントメモ★　里いもの独特のぬめりは、ガラクタンやムチンという成分によるものです。
　ガラクタンは、血圧やコレステロールを下げる効果や、脳を活性化させる効果があるといわれています。　ムチンは、胃や腸の潰

かいよう

瘍を予防し、肝臓を強化する効果があります。

【作り方】
① 里いもは皮をむいて、食べやすい大きさに切り、

ゆでる。
② すりごま、しょうゆ、砂糖、だし汁を混ぜ合わ

せて「和
あ

え衣
ごろも

」を作り、ゆでた里いもを和える。

★ この季節は、里いもをみそ汁に入れたり、煮物
にしたりして食べますが、今回はごま和えを紹
介します。ごまを使うことで、カルシウムを
摂
せっしゅ

取することができます。
【材 料】（4 人分）

里いも（可食部） 200 ｇ
すりごま 大さじ 2
しょうゆ 小さじ 2
砂糖 小さじ 2 と 2/3
だし汁 小さじ 1

【1 人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 食物繊維 塩分

66kcal 1.9g 60mg 1.8g 0.4g

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。

【 東濃実業高校の生徒さん手づくりのパネルなどをぽっぽかんに寄贈！ 】

　東濃実業高等学校のビジネス管理科 2 年 1 組
のみなさんが、9 月におこなわれた文化祭で使
用したディズニーキャラクターのパネルと紙製

のシンデレラ城をぽっぽかんに寄贈してくれました。
　担任の古

ふるかわ

川先生が、「生徒たちががんばって作りました。壊
こわ

すのが
しのびないので、ぜひ、子どもたちがたくさん来るぽっぽかんに置
いていただければ…」ということで持ってみえました。ぽっぽかん
を訪れたみなさんは、玄関を入ってすぐに置いてあるこのかわいら
しいミッキーマウスやミニーマウスのパネルなどをお子さんと一緒
に見て、大喜びでした。生徒のみなさん、ありがとうございました。
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